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京
都
に
都
が
で
き
て
１
２
０
０

余
年
。
そ
の
間
、日
本
の
歴
史
を

変
え
る
よ
う
な
出
来
事
が
起
こ
り
、

そ
れ
に
携
わ
っ
た
偉
人
た
ち
が
数

多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
、日
本

史
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
人
物

は
ほ
ん
の
一
握
り
だ
。
知
名
度
は

低
い
が
、忘
れ
て
は
い
け
な
い
人
物

が
い
る
。
そ
の
ひ
と
り
が
、水
運
の

父
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
活
躍
し
た
角
倉
了
以（
す

み
の
く
ら
り
ょ
う
い
）だ
。
私
財
を

投
じ
て
、嵐
山
の
渡
月
橋
が
架
か

る
保
津
川
、京
都
の
街
中
を
流
れ

る
高
瀬
川
の
開
削
を
行
い
、丹
後

か
ら
京
都
、大
阪
を
結
ぶ
水
運
を

完
成
さ
せ
、地
域
の
経
済
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
。

今
回
の
旅
は
、
了
以
の
生
ま
れ

育
っ
た
京
都
・
嵐
山
を
起
点
に
、保

津
川
に
沿
っ
て
京
都
府
中
北
部
の

丹
波
エ
リ
ア
に
向
か
お
う
と
思
う
。

平
成
2�
年
夏
に
は
、京
都
縦
貫
自

動
車
道
が
全
線
開
通
し
、京
都
府

北
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ぐ
ん
と
便
利

に
な
っ
た
ば
か
り
。
思
い
切
っ
て
日

本
海
を
目
指
し
、日
本
三
景
と
し

て
有
名
な
天
橋
立
ま
で
足
を
延
ば

し
て
み
よ
う
。
郊
外
の
自
然
豊
か

な
エ
リ
ア
に
行
き
、今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
京
都
の
魅
力
を
探
し
た
い
。
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初
に
訪
れ
た
の
は
京
都
・
嵐

山
。
渡
月
橋
の
左
岸
を
上
流

に
向
か
う
と
見
え
て
く
る
小

高
い
丘
が
亀
山
公
園
だ
。
そ
こ
に
は
青
空

を
背
景
に
、角
倉
了
以
像
が
堂
々
と
そ
び

え
て
い
た
。

　
角
倉
家
は
古
く
か
ら
の
医
家
で
、足
利

将
軍
家
に
代
々
仕
え
て
医
学
の
発
展
に
尽

く
し
て
き
た
。
そ
の
後
、朱
印
船
貿
易
で

財
を
成
し
、「
京
の
三
長
者
」の一つ
に
挙
げ

ら
れ
る
ほ
ど
の
豪
商
と
な
っ
た
。
多
く
の

富
を
得
た
了
以
は
、私
財
を
投
じ
て
保
津

川
工
事
と
い
う
公
共
工
事
に
投
資
し
た
。

　
保
津
川
は
、京
都
府
西
部
を
南
東
に
流

れ
る
川
。
上
流
部
は
大
堰 

（
お
お
い
） 

川

と
呼
ば
れ
、亀
岡
盆
地
の
出
口
付
近
か
ら

保
津
川
と
な
っ
て
保
津
峡
を
流
れ
、嵐
山

の
渡
月
橋
で
京
都
盆
地
に
出
て
か
ら
は

桂
川
と
な
る
。
こ
の
水
流
は
、京
都
・
大
阪

へ
の
物
資
の
輸
送
路
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
長
岡
京
・
平
安
京
の
造
営
時
に
は
丹

波
の
良
質
な
天
然
木
材
を
筏
で
運
び
、都

の
造
営
や
寺
の
建
立
、
城
の
造
営
・
修
築

に
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、江
戸
時
代
ま

で
の
間
、材
木
の
運
搬
に
限
ら
れ
て
い
た
の

は
、そ
の
深
い
渓
谷
に
原
因
が
あ
っ
た
か
ら
。

そ
こ
で
了
以
は
慶
長
11
（
1
6
0
6
）
年

３
月
、51
歳
の
と
き
に
開
削
に
取
り
組
ん

だ
。
大
岩
を
爆
破
し
た
り
、叩
き
砕
く
な

ど
多
数
の
死
者
が
出
る
難
工
事
だ
っ
た
が
、

５
カ
月
間
と
い
う
短
期
間
で
完
成
さ
せ
た
。

私
財
を
投
じ
て

河
川
を
開
削
し
、

京
都
の
発
展
に

貢
献
し
た

角
倉
了
以
。
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1 .渡݄橋ɿ京都Β͠ ͍෩光໌ᇪͳܠ
৭͕広͕Δ渡݄橋エリΞɻཛྷࢁͱ͍
͑࠷ॳʹ͍ࢥग़͢シンϘリοクత
ଘ2 ͩࡏ .保津川ԼΓɿय़ࡩɺՆ
ਂɺळߚ葉ɺౙઇܠ৭ʜق࢛
の෩ܠサル鹿ͱ͍ ͬͨ ಈͱの
ग़会͍Λָ͠ ΊΔ � .角ྃҎ ɿ૾ཛྷ
ُ・ࢁ ʹԂެࢁ Δ͋ɻൾจʹ大ੴ
Λ大のਓͰҾ͖ಈ͔͠ ͨͳͲ工
ॻ͔Ε͍ͯΔ 4͕ࢠの༷ࣄ .ࠧե
トϩοコྻ ɿंࠧ ե Βُ͔岡·Ͱの
ยಓ7.3ΩϩϝートルΛ25分͔͚ͯ
ӡ͢ߦΔ

イ
ケ
メ
ン
船
頭
さ
ん
と
出
会
え
る
？

急
流
の
ス
リ
ル
満
点
の
保
津
川
下
り
。

山
公
園
か
ら
嵐
山
を
散
策
し

て
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
ト

ロ
ッ
コ
嵯
峨
駅
へ
と
向
か
っ
た
。

こ
の
列
車
は
、Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
複
線
化
に

よ
っ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
線
路
の
観
光

利
用
を
目
的
に
平
成
３
年
に
開
業
さ
れ
た
。

駅
の
ホ
ー
ム
は
カ
メ
ラ
を
提
げ
た
観
光
客
で

賑
わ
い
、列
車
が
到
着
す
る
と
歓
声
が
沸

き
上
が
っ
た
。
カ
タ
コ
ト
と
し
た
揺
れ
を
感

じ
な
が
ら
保
津
川
の
渓
谷
美
を
眺
め
て
い

る
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
ト
ロ
ッコ
亀
岡
駅
に

到
着
。
送
迎
バス
で
保
津
川
下
り
の
乗
船

場
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
、近
く
に
は
保
津

橋
が
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
。
景
観
に
配

慮
し
た
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
の
橋
は
、地
域
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
保
津
川
の
役
割
は
、道
路
や
鉄
道
が
発

達
し
た
明
治
以
降
は
物
資
輸
送
か
ら
観

光
へ
と
本
格
的
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
今
で

は
山
間
の
渓
谷
を
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
流
れ
て

嵐
山
ま
で
の
約
２
時
間
、自
然
と
触
れ
合

い
な
が
ら
ス
リ
ル
あ
る
急
流
の
船
旅
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
年
間
約
�0
万
人
の
観

光
客
が
乗
船
し
、紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
25
人
乗

り
の
船
が
、１
日
１
０
０
回
以
上
も
川
を
下

る
。
船
は
ト
ラ
ッ
ク
が
３
隻
ず
つ
積
ん
で
運

搬
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
現
在
、亀
岡
市
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
で

暮
ら
す
約
１
２
０
人
の
船
頭
が
活
躍
し
て

い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
が
中
心
だ
が
、
最
近
で
は

20
代
の
イ
ケ
メ
ン
男
子
が
増
え
、保
津
川
下

り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
そ
う
だ
。

ُ
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２
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こ
か
ら
は
京
都
縦
貫
自
動
車

道
を
利
用
し
、
了
以
が
開
削

を
行
っ
た
保
津
川
の
上
流
、世

木
地
区
（
京
都
府
南
丹
市
日
吉
町
）へ
と

向
か
っ
た
。
現
在
は
、日
吉
ダ
ム
と
道
の
駅

が
造
ら
れ
、週
末
に
は
地
元
や
近
隣
か
ら

の
観
光
客
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
日
吉
ダ
ム
は
、
淀
川
・
桂
川
流
域
の
治

水
と
京
阪
神
へ
の
利
水
を
兼
ね
備
え
た

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
平
成
10
年
３
月
に
完

成
し
た
。
ダ
ム
湖
（
天
若
湖
）の
貯
水
容

量
は
６
６
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
、そ
の

広
さ
は
甲
子
園
球
場
�0
倍
、
水
量
は
東

京
ド
ー
ム
5�
杯
分
の
水
を
貯
え
る
巨
大
な

人
造
湖
だ
。
こ
の
日
吉
ダ
ム
の
直
下
に
は

道
の
駅
『
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
』が
あ
り
、

自
然
豊
か
な
広
大
な
敷
地
に
は
、Ｂ
Ｂ
Ｑ

ガ
ー
デ
ン
や
ひ
よ
し
温
泉
、温
水
プ
ー
ル
、レ

ス
ト
ラ
ン
、
特
産
品
販
売
所
な
ど
の
施
設

が
充
実
し
て
い
る
。

　
そ
ろ
そ
ろ
お
腹
が
空
い
て
き
た
の
で

『
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
』
で
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
。
名
産
品
の
黒
豆
豆
乳
を
使
っ
た
薬

膳
ラ
ー
メ
ン
、ぼ
た
ん
鍋
、伝
統
料
理
の
納

豆
も
ち
な
ど
の
多
彩
な
メ
ニュ
ー
が
揃
う
な

か
、「
日
吉
ダ
ム
カ
レ
ー
」を
注
文
し
た
。
カ

レ
ー
ル
ー
の
貯
水
池
と
古
代
米
の
芝
生
公

園
の
間
を
地
元
産
の
お
米
で
つ
く
っ
た
日

吉
ダ
ム
が
堰
き
止
め
、放
水
を
福
神
漬
け

で
表
現
し
て
い
る
点
が
ユニ
ー
ク
。
窓
越
し

に
日
吉
ダ
ム
を
望
み
、味
わ
っ
た
ピ
リ
辛
の

カ
レ
ー
は
格
別
だ
っ
た
。

　
昼
食
後
に
ダ
ム
の
周
辺
を
散
策
す
る
と

野
鳥
の
声
と
爽
や
か
な
風
が
心
地
よ
か
っ

た
。
そ
し
て
「
夢
の
か
け
橋
」
と
い
う
名
の

湖
面
橋
を
発
見
し
た
。

日٢μϜશମΛදͨ͠ݱΧ
レーɻͪͳΈʹશࠃʹ
60Ҏ্のμϜΧレー͕͋Δ
ͦ͏ ͩ

…

吉μムΧϨʔ

日٢μϜのμϜބʹՍ͔Δ橋ྊɻބ໘͕ڸのΑ͏ ʹͳΓɺ
͢ ͱͬ৳ͼΔ橋ྊͱࢁʑΛࣸ͠ ৭͕ҹతͩܠͨ

…

ເのか͚ڮ

ฏ̑ ʮʹҬʹ։͔ΕͨμϜʯの第̍号ʹ
ఆ͞ࢦ Εͨ日٢μϜɻͱ建ஙの分͕協ྗ
ͯ͠一ͭのͮ͘؍ܠ ΓΛྫͨͬߦશࠃతʹ
গͳ͘ ɺ業ք Β͔͞ Ε͍ͯΔ

ࣸਅఏڙɿۙ ہํඋـ

…

吉μムとεϓϦϯάεͻよし

日
吉
ダ
ム
に
隣
接
し
た
道
の
駅
。

大
自
然
の
中
で

�

爽
や
か
な
風
と
食
を
満
喫
。

͜

 incoming of spring

Trip 
in Kyoto

戸
時
代
は
京
か
ら
亀
岡
、
福

知
山
か
ら
但
馬
へ
と
つ
な
が
る

山
陰
街
道
が
主
要
街
道
だ
っ

た
が
、現
在
で
は
国
道
９
号
線
が
ほ
ぼ
そ

の
ル
ー
ト
を
継
承
す
る
。
さ
ら
に
平
成
2�

年
７
月
に
は
京
都
府
を
南
北
に
縦
貫
す

る
京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
約
�5
年
の
歳

月
を
か
け
て
全
線
開
通
し
た
。

　
京
都
縦
貫
自
動
車
道
は
、日
本
海
に

面
す
る
宮
津
市
の
宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
を

起
点
に
京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
の

久
御
山
Ｉ
Ｃ
に
い
た
る
延
長
約
１
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
規
格
幹
線
道
路
。
京

丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
か
ら
丹
波
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

１
８
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
新
た
に

開
通
し
た
。
こ
の
京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
付
近

に
架
か
る
京
丹
波
由
良
川
橋
の
橋
脚
の

高
さ
は
最
大
50
メ
ー
ト
ル
。
自
然
豊
か
な

山
間
部
の
上
空
を
貫
く
ス
ケ
ー
ル
は
圧
巻

で
、
下
か
ら
見
上
げ
る
と
迫
力
は
さ
ら
に

増
す
。

　
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
全
線
開
通

後
の
夏
期
利
用
状
況
に
よ
る
と
、開
通
し

た
区
間
の
休
日
の
交
通
量
は
前
年
比
２

倍
に
な
り
、京
都
北
部
の
観
光
地
の
来
場

京都ॎ؏ࣗಈंಓの新ͨʹ։通͠ ͨ区ؒʹɺ̔ Χ所
のトンωルɺ17Χ所の橋ྊ͕ଘࡏɻલ୩川橋ɺ୍ ୩
高Ս橋ͱ大 ͳ͖橋ྊ͕ଓ͘

…

ॎ؏ಓのڮたͪ

࿈ଓϥーϝンശܻ橋ɻؒܘ8
Χンチレόー工๏（ Ζ͑͡
工๏）ʹ ΑΔ্部工のுΓग़͠
Λࠨ͍ߦɺ ӈのόϥンスΛऔΓ
ͳ͕Β２िؒͰ３ϝートルͣͭ
৳ɻ࠷大支ؒ136ϝート
ル͋Γɺಉ͡工ఔΛ20ճ܁Γ
ฦ͠ ͨ

…

京୮༝ྑ川ڮ

͋͞ Γম͖ɺͪ ΓͱΓのΑ͏ ͳܗΛ͠
ͨమ൘ʹࢁΓの͋͞ Γ͕ ɻ一ͭͻ
ͱͭの͕大͖͘ ɺ;ͬ͘ Βプリプリͱ
͍ͯͨ͠

…

富ాのྉཧ
έーϒルΧーリϑトͰࡿ松ެԂの
ల台ʹ͘ߦ ͱఱ橋ཱのશܠΛΉ

ͱ͕͜ Ͱ͖ Δ

…

天ཱڮ

京
都
縦
貫
自
動
車
道
で
京
都
北
部
へ

宮
津
で
新
鮮
な
魚
介
を
堪
能
。

ߐ

者
も
３
割
近
く
増
加
。
物
流
の
効
率
化

や
生
活
環
境
の
向
上
と
い
っ
た
「
ス
ト
ッ
ク

効
果
」、さ
ら
に
観
光
客
増
加
や
民
間
需

要
の
拡
大
、雇
用
創
出
等
に
よ
る「
フ
ロ
ー

効
果
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
ん
だ
。

了
以
は
、そ
の
先
駆
者
と
し
て
同
様
の
実

績
を
上
げ
た
と
い
え
る
。

　
日
が
暮
れ
る
前
に
宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
に

到
着
。
宮
津
駅
前
の
居
酒
屋
「
富
田
屋

（
と
ん
だ
や
）」
で
夕
食
を
取
っ
た
が
、
平

日
に
も
関
わ
ら
ず
満
席
状
態
だ
っ
た
。
お

腹
が
空
い
た
勢
い
に
乗
っ
て
刺
身
や
煮
付

け
、あ
さ
り
焼
き
、カ
ニ
な
ど
魚
介
を
中
心

に
注
文
し
た
が
、ど
れ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
で
美
味
し
い
。
も
う
何
も
入
ら
な
い
く

ら
い
に
満
腹
に
な
っ
た
。
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大Խ２（̒ ̐̒ ）ʹಸྑݩ興
のૐ・ಓࣉ （ొͲ͏ ͱ）ʹ Αͬ
ͯՍ Β͚Εͨ日本三古橋の
一ͭʹ Β͑ΕΔɻ͍ʹ͠
͑の࣌代͔Βࡏݱ·ͰɺӉ
のͱ࣏͠ ͯ͠ ·Ε͍ͯ
Δɻࡏݱの橋ฏ18
ʹՍ͚ସ Β͑Ε ͨの

…

Ӊڮ࣏

ઙͰΏͬͨΓͱྲྀΕΔ高
川ɺ京都屋町ʹझ͋
Δ෩ܠΛͭ Γͩ͘͢ɻ 京都
のࡩの名所ͱ͠ ͯਓؾの
スϙοト

…

高瀬川

朝
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
日
本
三

景
の
ひ
と
つ
天
橋
立
。
宮
津

湾
と
内
海
の
阿
蘇
海
を
南
北

に
隔
て
る
3.
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
砂
州
の

一
帯
に
は
約
８
千
本
の
松
林
が
続
く
。
東

側
の
砂
浜
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
波
の
音
が

心
地
い
い
。
澄
ん
だ
空
と
青
い
海
、
爽
快

な
風
を
浴
び
、気
分
転
換
が
で
き
た
。

　
了
以
は
京
都
市
の
中
心
地
か
ら
伏
見

へ
と
流
れ
る
高
瀬
川
の
開
削
も
行
い
、
宇

治
や
大
阪
へ
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
も

貢
献
し
た
。
そ
こ
で
今
日
は
京
都
縦
貫

自
動
車
道
を
一
気
に
南
下
し
て
、
宇
治

市
ま
で
足
を
延
ば
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
。
ち
な
み
に
高
瀬
川
は
、
了
以
と
息

子
の
素
庵
（
そ
あ
ん
）に
よ
っ
て
慶
長
19

（
1
6
1
4
）年
に
開
か
れ
た
運
河
で
、角

倉
川
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
で
高

瀬
舟
が
物
資
を
運
び
、京
の
町
は
大
き
く

発
展
し
た
が
、同
年
７
月
、了
以
は
高
瀬
川

の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
。

　
ま
ず
は
宇
治
市
の
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
訪
れ
た
。『
源
氏
物
語
』は
平
安

時
代
半
ば
に
紫
式
部
が
書
い
た
長
篇
小

説
。
五
十
四
帖
の
中
の
最
後
の
十
帖
は
、

宇
治
が
主
な
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。

　
寝
殿
造
り
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
柔
ら
か

な
ウ
エ
ー
ブ
を
描
く
Ｐ
Ｃ
構
造
の
屋
根
を

く
ぐ
る
と
、王
朝
絵
巻
の
華
や
か
な
世
界

が
広
が
る
。
館
内
で
は
源
氏
物
語
や
そ
の

背
景
に
あ
る
平
安
文
化
が
再
現
さ
れ
、タ
イ

ムス
リ
ッ
プ
を
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。

京
都
宇
治
で

優
雅
で
華
や
か
な

「
源
氏
物
語
」の
世
界
を

愉
し
む
。

ཌ

 incoming of spring

Trip 
in Kyoto

　
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
宇
治
橋

を
渡
り
、宇
治
川
の
上
流
に
向
か
う
と
世

界
文
化
遺
産
の
平
等
院
、そ
の
先
に
は

天
ヶ
瀬
ダ
ム
と
工
事
中
の
橋
が
見
え
て
き

た
。
現
場
に
い
た
職
員
さ
ん
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、白
虹
橋
（
は
っ
こ
う
ば
し
）と
い
う
Ｐ

Ｃ
橋
で
、周
辺
の
自
然
と
調
和
す
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
そ
う
だ
。
来
春
に
は
、
美

し
い
桜
の
風
景
と
一
体
と
な
っ
た
ス
レ
ン
ダ
ー

な
姿
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ఱϲμϜのʹՍ Δ͔ࠃ内
Ͱ̑橋のࣗఒ̥̘ࣜ চ
൛橋ɻ์ਫトンωルの͕ޱ
ന橋のҐஔͱॏͳΔͨΊɺ
Ս͚ସ͕͑ ඞཁͱͳͬ ͨɻ

…

നڮ

…

代の৸఼ΓのΑ͏࣌ϛϡʔδΞム  ฏ安ޠࢯݯ ͳ༏խͰΘΒ͔ ͳۭؒΛग़͢Δͨ ΊʹɺࢯݯޠϛϡージΞϜの屋̥ࠜ Ͱͭ͘ߏ̘ ΒΕͨ

PCプレス　2016 ／ May ／ Vol.010 　  6



　
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
宇
治
橋

を
渡
り
、宇
治
川
の
上
流
に
向
か
う
と
世

界
文
化
遺
産
の
平
等
院
、そ
の
先
に
は

天
ヶ
瀬
ダ
ム
と
工
事
中
の
橋
が
見
え
て
き

た
。
現
場
に
い
た
職
員
さ
ん
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、白
虹
橋
（
は
っ
こ
う
ば
し
）と
い
う
Ｐ

Ｃ
橋
で
、周
辺
の
自
然
と
調
和
す
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
そ
う
だ
。
来
春
に
は
、
美

し
い
桜
の
風
景
と
一
体
と
な
っ
た
ス
レ
ン
ダ
ー

な
姿
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ఱϲμϜのʹՍ Δ͔ࠃ内
Ͱ̑橋のࣗఒ̥̘ࣜ চ
൛橋ɻ์ਫトンωルの͕ޱ
ന橋のҐஔͱॏͳΔͨΊɺ
Ս͚ସ͕͑ ඞཁͱͳͬ ͨɻ

…

നڮ

…

代の৸఼ΓのΑ͏࣌ϛϡʔδΞム  ฏ安ޠࢯݯ ͳ༏խͰΘΒ͔ ͳۭؒΛग़͢Δͨ ΊʹɺࢯݯޠϛϡージΞϜの屋̥ࠜ Ͱͭ͘ߏ̘ ΒΕͨ

7 　  PCプレス　2016 ／ May ／ Vol.010

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION



…
一保堂茶舗

京都ޚ所のೆ北ʹΔࣉ町通Γ
ʹ໘͢Δ一保ಊฮ本店ɻ͋ Γͨ
ʹࠎ౹屋ը࿓͕建ͪฒͿɻ

で
き
た
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
時
代
と
と
も

に
水
運
だ
け
で
な
く
鉄
道
や
道
路
と
多
様

化
し
、新
し
い
構
造
や
施
工
技
術
が
次
々

と
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一つ
で
あ

る
Ｐ
Ｃ（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）は

耐
久
性
や
安
全
性
、経
済
性
な
ど
に
優
れ
、

高
速
道
路
な
ど
の
大
規
模
橋
梁
や
特
殊

構
造
物
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ

の
技
術
は
、日
本
で
は
ま
だ
65
年
の
歴
史

だ
が
、一
保
堂
茶
舗
の
「
茶
一つ
を
保
つ
」
の

精
神
で
技
術
を
研
鑽
し
、了
以
の
よ
う
な

効
率
か
つ
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
れ
ば
、ま
だ
ま
だ
成
長
す
る
分
野

だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
了
以
を
通
じ
て
新

し
い
京
都
の
魅
力
を
知
り
、旅
を
十
分
に

堪
能
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

安土桃山・江戸初期の豪商。京都嵯峨の出身。土倉経営を中心に家業を発展させ、海外貿易でも文禄元年
（1592）豊臣秀吉の朱印船に加わり、安南国（今のベトナム）と貿易して莫大な富を得たようだ。
1606年に、保津川（大堰川）開掘の願書を出し、開削を始めて6ヵ月後には竣工させている。
他にも了以が行った河川疎通事業としては、富士川・天龍川・高瀬川等の開削がある。京都の高瀬の開削では、
水がいつも濁らぬよう、樋門や汚水抜きの溝なども配置してあり、この計画が非常に優秀なものであった事がわかる。

˞1F*（1rJWBte FJnBnce *nJtJBtJWe ɿ プϥΠϕート・ϑΝΠφンス・ΠχシΞςΟϒ）ͱ
͠༺׆ͼٕज़తྗΛٴ営ྗܦɺۚࢿཧɺӡ営Λຽؒの࣋設の建設ɺҡࢪڞެ ߦ͏ͯ 新͠ ͍ख๏の ͱ͜

治
と
い
え
ば
有
名
な
の
は
宇
治

茶
。
も
う
す
ぐ
新
茶
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
時
期
。
せ
っ
か
く

な
の
で
了
以
が
開
削
し
た
高
瀬
川
を
経
由

し
て
、友
人
に
紹
介
さ
れ
た
一
保
堂
茶
舗
で

お
茶
に
つ
い
て
教
わ
っ
て
き
た
。

　
一
保
堂
茶
舗
は
、
約
３
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
日
本
茶
専
門
店
だ
。
弘
化
３

（
1
8
4
6
）
年
に
山
階
宮（
や
ま
し
な
の

み
や
）か
ら「
茶
一つ
を
保
つ
」よ
う
に
と
屋
号

を
賜
り
、茶
葉
の
魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
る
。

　
早
速
、
店
主
が
淹
れ
て
く
れ
た
お
茶

を
い
た
だ
く
と
、ま
ろ
や
か
な
熟
成
さ
れ

た
味
わ
い
と
香
り
が
口
の
中
に
広
が
っ
た
。

茶
摘
み
は
立
春
か
ら
八
十
八
夜
を
過
ぎ
た

こ
ろ
に
始
ま
り
、10
日
前
後
で
商
品
が
店

頭
に
並
ぶ
。「
新
茶
な
ら
で
は
の
若
い
香

り
は
、ほ
ん
の
ひ
と
月
だ
け
味
わ
う
こ
と
の

で
き
る
旬
の
も
の
。
愉
し
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

　
心
地
よ
い
も
て
な
し
で
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
迎

え
た
京
都
の
旅
で
は
、P
F
I
の
先
駆
け

と
な
る
保
津
川
と
高
瀬
川
の
開
削
に

取
り
組
ん
だ
了
以
の
功
績
を
巡
る
こ
と
が

˞

角倉 了以 すみのくら りょうい （1554～1614年）

宇

 incoming of spring

Trip 
in Kyoto

創
業
約
3
0
0
年
の
京
都
の
老
舗
で

お
茶
の
知
識
や
、淹
れ
方
を
学
ぶ
。

PCプレス　2016 ／ May ／ Vol.010 　  8
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♯002

今回は、会員企業に勤めている若手の皆さんに、「次世代の若い方に入って
きてもらえる業界になるためには」というテーマで語っていただきました。座長は、
ＰＣ建協のビジョン見直し検討委員会の川田委員長にお願いしました。

未来を担う若きエンジニアたち
特別企画　若手職員との座談会

平成28年3月7日(月)　於 メルパルク東京

川
田　

本
日
の
座
談
会
に
先
立
っ

て
、
若
手
社
員
を
対
象
に
意
識
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
詳
細
に
み
る
と「
仕
事
だ
か
ら
、

辛
い
事
、
苦
し
い
事
は
あ
る
。
し

か
し
尊
敬
で
き
る
人
と
の
出
逢
い

が
あ
り
、
苦
し
み
を
上
回
る
喜
び

が
あ
る
」「
モ
ノ
が
で
き
あ
が
っ
て

い
く
感
動
が
あ
る
」
と
、
建
設
業

な
ら
で
は
の
特
長
が
強
く
出
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
か
ら
も
、

そ
う
い
う
気
持
ち
を
具
体
的
に
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
業
界
に
入
っ
た
理
由
、業

界
の
イ
メ
ー
ジ
は

草
薙　

大
学
で
は
土
質
力
学
を

研
究
し
て
い
ま
し
た
。
本
当
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
関
係
の
研
究
を
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、人
気
の
研
究
室

だ
っ
た
の
で
抽
選
に
も
れ
、地
盤
改

良
関
係
の
研
究
室
に
入
り
、
セ
メ

ン
ト
改
良
土
を
テ
ー
マ
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
業
界
を
選
ん
だ
理
由
は（
ど

ち
ら
の
会
社
が
良
い
か
ま
で
は
考

え
ず
）「
地
図
に
残
る
仕
事
」
と
い

う
か
っ
こ
い
い
言
葉
に
魅
力
を
感

じ
た
か
ら
で
す
。
入
る
ま
で
は「
キ

ツ
イ
」「
肉
体
労
働
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
入
っ

PCプレス　2016 ／ May ／ Vol.010 　  10



て
み
る
と
監
督
業
務
な
ど
は
頭
を

使
う
事
が
多
く
、
下
請
け
さ
ん
と

話
し
合
っ
て
答
え
が
見
え
な
い
中

で
最
善
策
を
見
つ
け
る
と
い
う
、一

体
感
を
得
ら
れ
る
や
り
甲
斐
の
あ

る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
井　

大
学
で
は
建
築
社
会
基

盤
系
で
構
造
力
学
を
研
究
し
て
い

ま
し
た
。
も
と
も
と
は
ダ
ム
の
構

造
解
析
を
研
究
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
の
年
は
募
集
が
な
か
っ
た

の
で
鋼
構
造
の
橋
の
解
析
を
行
い
、

修
士
2
年
の
時
に
は
ト
ン
ネ
ル
の

構
造
解
析
を
し
て
い
ま
し
た
。
も

と
も
と
鋼
構
造
を
や
っ
て
い
た
の

で
鋼
構
造
の
会
社
に
入
り
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
研
究
室
と
共
同
研

究
で
関
係
が
あ
っ
た
P
C
業
界
に

進
み
ま
し
た
。
土
木
を
専
攻
し
た

の
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
仕
事

が
や
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

公
共
性
の
高
い
地
図
に
残
る
仕
事

を
や
っ
て
、い
つ
か
子
ど
も
を
産
ん

だ
時
に「
お
母
さ
ん
は
こ
う
い
う

仕
事
を
し
た
ん
だ
よ
」と
、
ち
ょ
っ

と
自
慢
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

早
川　

現
在
の
会
社
に
入
る
前
に

1
年
間
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
勤

め
て
い
ま
し
た
。
建
築
業
に
憧
れ

た
か
ら
で
す
が
、
実
際
の
業
務
内

容
と
理
想
像
が
か
け
離
れ
て
い
た

事
も
あ
っ
て
仕
事
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
で

し
た
。
こ
の
業
界
に
入
っ
た
き
っ

か
け
は
、
大
学
時
代
の
教
授
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、P
C
業
界
を
薦

め
て
下
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
P
C
に
つ
い
て
の
知
識
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、一
か
ら
勉
強
を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
業
界
に
入
る
前
は
、

「
P
C
は
土
木
に
特
化
し
た
技

術
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た

で
す
。
し
か
し
、
母
校
の
体
育
館

に
も
P
C
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る

事
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

建
築
分
野
に
も
幅
広
く
P
C
技

術
が
使
わ
れ
て
お
り
、「
意
外
に
身

近
な
技
術
な
の
だ
な
」
と
興
味
を

抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

馬
場　

大
き
な
建
築
物
な
ど
の

モ
ノ
作
り
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、
大
学
で
は
建
築
を
学
び
ま
し

た
。
P
C
業
界
を
選
ん
だ
の
は
大

学
の
先
生
の
薦
め
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
P
C
に
つ
い
て
は
3
コ
マ

程
の
建
築
系
の
講
義
で
学
ん
だ
の

で
、「
P
C
は
建
築
分
野
に
特
化
し

た
技
術
」だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し

た
。
入
社
し
て
み
る
と
、
土
木
分

野
の
方
が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。

川
根　

も
と
も
と
土
木
の
仕
事
が

で
き
る
建
設
業
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。
就
職
活
動
の
時
、O
B
か

ら「
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
仕
事
が
で

き
る
」「
完
成
し
た
時
の
達
成
感
が

凄
い
」「
み
ん
な
と
一
緒
に
モ
ノ
を

作
っ
て
い
く
事
は
楽
し
い
」と
聞
き

ま
し
た
。
そ
し
て「
や
り
甲
斐
の

あ
る
仕
事
だ
な
」
と
感
じ
て
当
社

へ
就
職
し
ま
し
た
。
工
事
現
場
の

近
く
を
歩
い
て
い
る
と“
こ
わ
も
て

の
お
兄
さ
ん
”が
歩
い
て
い
る
と
こ

ろ
を
良
く
見
掛
け
た
の
で
、
入
社

前
は「
職
人
さ
ん
が
コ
ワ
イ
の
で

は
な
い
か
」や「
外
で
す
る
仕
事
な

の
で
雨
の
日
は
大
変
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
入

ஊձʹ͋ͨΓ࠲ճのࠓ
ձһۀاのएखࣾһʹɺ
8FCΞンέートΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

Ξンέート໊�ɿ�एख৬һҙࣝௐࠪ
�ɿ�ฏ���݄��ʙ�݄��ճؒظࢪ࣮
�ɿ�உੑ���໊ʗঁੑ��໊
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	ෳબՄ
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社
後
、
実
際
に
現
場
で
の
業
務
が

大
変
な
時
は
あ
り
ま
し
た
が
、
職

人
さ
ん
は
話
し
や
す
い
人
が
多
く
、

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

北
野　

大
学
で
は
鋼
構
造
の
耐
震

や
構
造
力
学
の
研
究
を
し
て
い
ま

し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
メ
タ
ル
の

橋
の
解
析
で
す
。

川
田　

大
学
時
代
は
鋼
構
造
の
研

究
を
し
て
い
た
の
に
、P
C
の
会

社
に
入
っ
た
こ
と
に
対
す
る
戶
惑

い
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

北
野　

と
ま
ど
い
は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
実

際
に
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
へ
の
楽
し
み
の
ほ
う

が
強
か
っ
た
で
す
。
漠
然
と
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
公
共
事
業
に
関

わ
っ
て
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
を

希
望
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
担

当
は
設
計
の
照
査
・
解
析
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
入
社
前
は「
工

事
現
場
は
土
日
も
働
き
大
変
そ

う
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
入
社
し
て
み
て
、
現
場

が
大
変
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
違

わ
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
そ
れ

以
上
に
人
や
街
を
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
橋
を
造
る
、と
い
う
今
の

仕
事
は
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

飯
田　

学
生
時
代
に
あ
る
P
C

専
業
者
さ
ん
と
P
C
に
関
す
る

共
同
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
大
学
の
載
荷
試
験
機
を
使
っ
た

供
試
体
の
試
験
担
当
で
、
そ
の
時

に
初
め
て
P
C
を
知
り
ま
し
た
。

共
同
研
究
で
し
た
の
で
、P
C
業

界
の
内
容
な
ど
を
伺
っ
た
り
す
る

機
会
が
多
く
あ
り
、こ
の
業
界
を

選
ん
だ
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
私
は
も
と
も
と
座
っ
て
仕
事

を
す
る
よ
り
、
泥
臭
い
仕
事
が
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
、入
社
後
は
設

計
業
務
や
な
ど
事
務
作
業
な
ど

内
勤
業
務
も
多
い
こ
と
を
知
り
苦

労
し
て
い
ま
す
。

苦
労
話
、今
の
仕
事
の
流
れ
に

つ
い
て

草
薙　

私
は
現
場
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
施
工
計
画
書
と
図
面

を
確
認
し
、
そ
れ
を
も
と
に
施
工

し
ま
す
。
事
前
に
測
量
を
行
い
ま

す
。
距
離
を
測
り
、座
標
値
が
合
っ

て
い
る
か
実
際
に
図
面
通
り
に
で

き
て
い
る
か
、
確
認
を
し
て
か
ら

工
事
に
入
り
ま
す
。
大
学
で
は
測

量
の
授
業
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、

レ
ベ
ル
の
見
方
を
間
違
っ
て
、先
輩

に
叱
ら
れ
る
な
ど
苦
労
し
ま
し
た
。

良
か
っ
た
事
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
現
場
に
行
く
事
で
す
。
富
山
の

氷
見
、
岩
手
の
釜
石
な
ど
に
い
た

の
で
地
元
の
美
味
し
い
モ
ノ
を
仲

良
く
な
っ
た
作
業
員
さ
ん
と
一
緒

に
い
た
だ
い
て
楽
し
い
時
間
を
過

し
ま
し
た
。

石
井　

N
E
X
C
O
発
注
の
詳

細
設
計
業
務
に
携
っ
て
お
り
、
基

本
的
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
す
。
出

社
後
、メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
次

の
打
ち
合
わ
せ
に
向
け
て
の
資
料

作
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
良

0 50 100 150

˙�ࣾͷงғؾ
๛͔ੑݸ�˙ ˙�ͦͷଞ

にର͢ΔΠメーδࣄ�˙
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か
っ
た
経
験
は
現
場
の
作
業
員
さ

ん
と
仲
良
く
な
っ
た
事
で
す
。
今

は
他
の
現
場
に
移
ら
れ
た
の
で
す

が
、所
用
で
立
ち
寄
る
と「
子
ど
も

が
産
ま
れ
た
ん
だ
」
と
写
真
を
見

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、一
緒
に
呑
み

に
行
っ
た
り
し
て
、嬉
し
い
で
す
ね
。

早
川　

私
は
現
場
勤
務
で
す
。
毎

日
8
時
か
ら
朝
礼
。
架
設
物
の

搬
入
が
あ
る
場
合
は
1
時
間
前
に

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
荷
受
け
作
業
が

あ
り
ま
す
。
い
つ
も
事
前
に
墨
出

し
と
レ
ベ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
部

材
の
架
設
・
緊
張
を
す
る
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、職
人
さ
ん

が
富
山
県
の
方
で
最
初
の
頃
は
初

め
て
聞
く
方
言
が
分
か
ら
ず
、
打

ち
解
け
る
ま
で
時
間
が
掛
か
り
ま

し
た
。
し
か
し
徐
々
に
職
人
さ
ん

や
先
輩
の
考
え
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
、
自
然
に
作
業
効
率
の
良
い

準
備
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
段※

床
版
の
最
後
の
ピ
ー
ス
を

か
け
た
時
の
達
成
感
は
素
晴
ら
し

く
、前
職
で
は
味
わ
え
な
か
っ
た
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
仕
事
が
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

馬
場　

私
は
内
勤
で
す
。
顧
客

と
の
設
計
打
ち
合
わ
せ
に
出
向
く

事
が
多
い
で
す
。
業
務
内
容
は
建

築
の
構
造
計
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

構
造
計
算
は
そ
の
過
程
で
わ
か
ら

な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
先
輩

に
尋
ね
る
と「
自
分
で
考
え
理
解

を
深
め
る
た
め
に
も
出
来
る
限
り

本
で
調
べ
る
よ
う
に
」
と
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
し
か
し
何
の
本
を

調
べ
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
ず
、
最

初
の
頃
は
関
連
書
籍
を
た
く
さ

ん
読
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
、ど
の
本
を
見
れ
ば

解
決
で
き
る
か
が
よ
う
や
く
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で

す
が
、
様
々
な
本
を
読
み
自
分
で

考
え
理
解
を
深
め
た
い
で
す
。

川
根　

私
の
仕
事
は
、N
E
X
C
O

発
注
の
詳
細
設
計
で
す
。
1
、2
カ

月
に
1
回
、発
注
者
と
設
計
打
ち
合

わ
せ
が
あ
り
、そ
れ
に
向
け
た
資
料

作
成
と
解
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ

ン
サ
ル
さ
ん
が
作
製
し
た
基
本
設

計
が
あ
り
、そ
れ
に
対
し
て
有
利
な

案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
業
務
で

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、解
析
ソ
フ

ト
や
パ
ソ
コ
ン
の
進
歩
に
よ
っ
て
、以

前
よ
り
も
回
答
が
得
ら
れ
る
ま
で

の
時
間
は
早
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
回
答
に
至
る
過
程
や
根
拠
を

調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

基
本
理
論
を
理
解
し
て
書
籍
で

調
べ
て
書
き
出
す
事
が
大
変
で
し

た
。
ま
た
内
勤
が
多
い
た
め
、私
が

関
わ
っ
た
仕
事
の
結
果
が
ど
う
な
っ

た
か
、毎
日
確
認
す
る
事
が
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
現
場
か
ら
質
問
さ

れ
て
回
答
し
た
事
が
、「
う
ま
く
い
っ

た
」と
言
わ
れ
た
時
は
、や
り
甲
斐

を
感
じ
ま
す
。

北
野　

私
も
N
E
X
C
O
発
注

の
業
務
で
、
橋
梁
の
上
部
工
の
詳

細
設
計
や
解
析
業
務
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
P
C
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
詳
し
く
な
か
っ

た
た
め
、
出
し
た
結
果
の
理
由
を

説
明
で
き
ず
、
先
輩
に
尋
ね
た
り
、

υーϐーݐઃࣜג�ۀձࣾ

石井 めぐみ
ೖɹࣾ�ɿ��
ུɹ �ྺɿ�डۀͷর ɾࠪݱࢪཧ
ͷࢧԉۀΛओに୲ɻࡏݱ、/&9$0
ͷৄࡉઃܭにैࣄɻ
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調
べ
た
り
す
る
の
に
時
間
が
と

て
も
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
机

上
で
の
業
務
の
た
め
、
現
場
を
見

る
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
私
が
関
わ
っ
た
現
場
の

方
か
ら「
今
、進
捗
は
こ
う
だ
よ
」

と
連
絡
を
い
た
だ
い
た
時
は
嬉

し
い
で
す
。

川
田　

現
場
で
モ
ノ
が
で
き
あ

が
る
時
に
、
設
計
業
務
の
方
々
に

も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
る
と
達

成
感
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
ね
。

設
計
の
方
々
に
現
場
状
況
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
伝
え
る
と
、一
緒
に

作
っ
て
い
く
と
い
う
事
が
演
出
で

き
、皆
さ
ん
の
満
足
度
も
上
が
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

飯
田　

私
も
N
E
X
C
O
発

注
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
中

国
自
動
車
道
の
供
用
開
始
か
ら

40
年
近
く
経
っ
た
R
C
床
板
を

P
C
床
板
へ
取
り
替
え
る
工
事

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
工
期
が

厳
し
い
一
方
で
、正
月
や
G
W
な

ど
の
大
型
連
休
は
工
事
抑
制
期

間
と
な
る
た
め
工
事
が
で
き
ま

せ
ん
。
私
は
70
m
の
橋
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
私
が
苦
労
し
た

の
は
、モ
ノ
の
名
前
が
わ
か
ら
な

い
事
で
し
た
。
ア
レ
を
と
っ
て
き

て
く
れ
と
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
ず
、

説
明
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
ま
た

時
間
が
遅
れ
て
、皆
が
作
業
し
て

い
る
の
に
私
の
と
こ
ろ
は
一
歩
遅

れ
て
。
そ
れ
が
最
初
の
頃
は
辛

か
っ
た
で
す
。
ま
た
入
社
間
も

な
い
頃
は
、
作
業
員
の
方
々
が
自

分
で
は
な
く
上
司
や
先
輩
に
直

接
相
談
す
る
た
め
、「
現
場
を
任

さ
れ
て
い
る
私
は
何
を
し
て
い
る

の
か
」と
悩
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。

し
か
し
現
場
勤
務
が
長
く
な
っ
て

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
い
く
う

ち
に
、
徐
々
に
現
場
の
方
々
と
も

話
し
て
、自
分
自
身
の
考
え
を
伝

え
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

周
囲
の
方
々
の
方
が
経
験
は
長

く
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
ご
存
じ
な

の
で
、と
に
か
く
話
を
聞
い
て
、自

分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
で
徐
々

に
信
用
を
得
て
、今
は
相
談
さ
れ

る
事
も
増
え
た
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
、そ
れ
が
嬉
し
い
で
す
。

学
生
時
代
に
や
っ
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
こ
と
は

草
薙　

現
場
で
仕
事
を
し
て
い
る

と
と
っ
さ
に
電
卓
を
使
う
事
が
あ

り
ま
す
が
、い
ま
だ
に
三
角
関
数

が
苦
手
な
の
で
勉
強
し
て
お
け
ば

良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
大
学
ま
で

の
友
人
と
は
な
か
な
か
会
え
な
く

な
る
の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け

暮
れ
ず
に
、
も
っ
と
遊
ん
で
お
け

ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

石
井　

知
見
を
広
げ
る
た
め
に

も
海
外
旅
行
を
し
て
お
け
ば
良

か
っ
た
で
す
ね
。

早
川　

も
っ
と
旅
行
を
し
て
お
け

ば
良
か
っ
た
で
す
。
仕
事
柄
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
方
に
行
き
ま
す
が
、

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
文
化
に
出

逢
い
ま
す
。
そ
れ
に
慣
れ
る
意
味

で
も
学
生
時
代
に
見
聞
を
広
め

て
お
け
ば
、
仕
事
に
就
い
て
か
ら

ձࣾࣜג�ઃݐҪॅ༑ࡾ

川根 昌也
ೖɹࣾ�ɿ��
ུɹྺ�ɿ�1$্෦ͷࢪཧͰଌྔ
ͷରԠͳͲ/&9$0Ҋ݅ࠪݕ、ۀ
ͷৄࡉઃۀܭにܞΘΔɻ

��ձࣾʹʹཱ͍ͬͯΔͱ͍ͯ͡ײ·͢
ʁ͔

���ओ؍తʹஅͯ͠ɺٳۈ
 ͔͢·͍ࢥΛͲ͏ؒ࣌

༩༩ɺखͯʹຬ͍ͯ͠څのࠓ��
·͢ ʁ͔

͘͢͝
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ͳ͍͡ײ
24.4％

ෆຬ
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ຬ
14.1％

΄΅ຬ
23％

;ͭ͏
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ෆຬ
20.4％

ෆຬ
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ຬ
10.3％
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29％

ෆຬ
23％
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驚
く
事
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

馬
場　

学
生
時
代
し
か
出
来
な

い
事
を
や
ろ
う
と
思
い
、た
く
さ

ん
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
勉
強
す
る
習
慣
が
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
困
り
ま
し
た
。
学
生
時

代
か
ら
1
日
1
時
間
で
も
2
時

間
で
も
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
つ

け
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
し

て
い
ま
す
。

川
根　

学
生
時
代
に
英
語
を
も
っ

と
勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
で

す
。
入
社
か
ら
半
年
間
の
研
修

期
間
に
海
外
の
現
場
へ
1
カ
月
半

程
度
行
っ
た
の
で
す
が
、そ
こ
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
将
来
は
海
外

の
現
場
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
学
生
時
代
に
旅
行

で
も
、留
学
で
も
、海
外
に
行
っ
て
、

語
学
や
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を

勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

北
野　

自
分
自
身
の
た
め
の
勉

強
を
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
で
す
。

単
位
を
取
る
た
め
の
そ
の
場
し
の

ぎ
の
勉
強
ば
か
り
し
て
し
ま
っ
て
、

も
っ
と
興
味
の
あ
る
事
を
学
べ
ば

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
部

活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
た

の
で
す
が
、一
人
旅
な
ど
、学
生
だ

か
ら
で
き
る
、
も
っ
と
視
野
の
広

が
る
事
に
挑
戦
す
れ
ば
良
か
っ
た

で
す
。

飯
田　

建
設
業
界
に
関
す
る
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
、
雰
囲
気
を

知
っ
た
り
、モ
ノ
の
名
前
を
覚
え

た
り
、し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
海
外
に
一
人
で
行

く
旅
行
が
好
き
で
、大
学
の
時
は

た
だ
ポ
ン
と
行
く
だ
け
で
し
た
。

も
っ
と
深
く
考
え
て
、
英
語
を
勉

強
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
身
に
付
け
れ
ば
良
か
っ
た
で
す
。

川
田　

勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ

た
と
い
う
人
が
多
い
で
す
ね
。
海

外
の
現
場
に
行
き
た
い
と
思
う
方
、

挙
手
し
て
下
さ
い
。
7
人
中
3

人
で
す
か
。
否
が
応
で
も
そ
う
い

う
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
楽
し

み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

今
後
の
目
標
は

草
薙　

近
い
目
標
で
は
、次
年
度

か
ら
4
年
目
と
な
り
、よ
う
や
く

1
級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
受

験
資
格
を
得
る
事
が
で
き
ま
す
。

先
輩
方
か
ら
は「
小
さ
い
現
場
で

管
理
経
験
を
積
ん
で
い
っ
た
」
と

聞
き
ま
す
し
、
私
も
資
格
を
取
っ

て
、
小
さ
い
現
場
を
一
人
で
切
り

盛
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
、い
ず

れ
は
大
き
な
現
場
の
所
長
に
な
っ

て
切
り
盛
り
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
井　

30
代
の
う
ち
に
技
術
士

の
資
格
を
取
得
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
他
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

系
の
資
格
が
あ
る
の
で
そ
れ
も
一

緒
に
取
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
夢
と
し
て
は
、結
婚
、出

���͘Ͱ͖Δ͔ࣄͲ͏͔͜Ε͔Β
քͰಇ͖ଓ͚͍ͨͰ͢ۀ1$ ʁ͔

ಇ͖͍ͨ
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���ҰॹʹࣄΛͯ͠ྑ͍ܹΛड͚ͨ
ਓ͍·ͨ͠ ʁ͔

���ҰॹʹࣄΛͯ͠ଚܟͰ͖Δਓ͍
·ͨ͠ ʁ͔

͍ͨ
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͍ͳ͍
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産
し
て
も
仕
事
を
続
け
ら
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
周

囲
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
方

が
い
な
い
た
め
、
不
安
で
す
が

頑
張
り
た
い
で
す
。

早
川　

今
は
工
事
グ
ル
ー
プ
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
設
計

グ
ル
ー
プ
も
経
験
し
、
設
計
の

知
識
も
身
に
付
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
複
数
の
観
点
を
身

に
付
け
て
自
分
の
力
で
現
場
に

発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
受
験
資
格
を
得
た

ら
、資
格
取
得
に
向
け
て
努
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

馬
場　

私
は「
周
囲
か
ら
凄
い

と
思
わ
れ
る
技
術
者
」に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の

周
り
に
は
凄
い
知
識
を
お
持
ち

の
方
や
、
話
の
ま
と
め
方
が
う

ま
い
方
が
何
人
も
い
ま
す
。
私

は
自
分
の
考
え
を
う
ま
く
言

葉
に
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
よ

う
な
技
術
者
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
根　

将
来
は
海
外
で
働
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
標

は「
自
分
で
設
計
し
て
自
分
で

現
場
に
行
く
」よ
う
に
な
る
事
。

設
計
か
ら
施
工
ま
で
の
業
務

を
担
当
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

長
大
橋
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
建

設
に
携
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
近
い
目
標
で
は
、
英

語
の
学
習
と
、
設
計
と
施
工
の

基
礎
勉
強
で
す
。
海
外
は
日

本
と
は
勝
手
が
違
う
の
で
、
基

本
的
な
事
を
わ
か
っ
て
い
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
野　

近
い
目
標
と
し
て
、
私

も
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た「
こ
の

人
に
聞
い
た
ら
何
で
も
わ
か

る
」と
周
囲
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

技
術
者
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
結
婚
し
て
も
ず
っ

と
こ
の
業
界
に
携
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
今
の
職
場
に
は
、
子

ど
も
が
で
き
て
も
仕
事
を
続
け

て
い
る
女
性
が
近
く
に
い
る
の

で
、
私
も
続
け
て
い
け
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

飯
田　

ま
ず
は
資
格
を
取
っ
て

小
さ
な
現
場
を
一
人
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
後
々
に
は
大
き
な
現
場

で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。
私
は
周
囲
か
ら
信
頼

さ
れ
る
事
が
嬉
し
い
か
ら
で
す
。

会
社
か
ら「
飯
田
に
任
せ
て
お

け
ば
大
丈
夫
」と
思
わ
れ
た
い

し
、
下
請
け
の
業
者
さ
ん
か
ら

も「
こ
の
人
に
聞
け
ば
大
丈
夫
」

と
思
わ
れ
る
所
長
に
な
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

川
田　

皆
さ
ん
、
意
識
が
高

く
て
、「
資
格
取
得
し
て
い
く
」

と
い
う
話
も
あ
り
、
自
分
で
責

任
も
っ
て
現
場
を
や
っ
て
い
く

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う

話
も
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

「
女
性
の
活
躍
」
と
い
う
観
点
。

結
婚
し
て
も
続
け
た
い
と
い
う

意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

就
職
活
動
を
す
る
方
へ
向

け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

草
薙　

私
の
経
験
談
で
す
。

就
職
活
動
で
は
現
在
の
会
社

は
十
何
社
目
で
受
け
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
最
初
の
頃
は「
地

図
に
残
る
仕
事
が
し
た
い
」
と

し
て
ゼ
ネ
コ
ン
さ
ん
な
ど
い
ろ

い
ろ
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
過
程
で「
結
局
、
自
分
は
何

を
し
た
い
の
か
」
を
深
く
考
え
、

「
単
に
大
き
な
会
社
に
勤
務

し
た
い
」で
は
な
く
、「
自
分
の

や
り
た
い
事
が
で
き
る
会
社
」

を
選
択
す
れ
ば
、自
分
自
身
に

と
っ
て
一
番
良
い
の
で
は
、と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

石
井　

私
は
就
職
活
動
を
ほ

と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
。
就
職

活
動
を
開
始
す
る
頃
に
ト
ン
ネ

ル
の
崩
落
事
故
が
起
こ
り
、工

期
内
に
安
全
な
掘
削
を
行
う

た
め
、コ
ン
サ
ル
さ
ん
よ
り
研

究
室
に
工
法
選
定
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
担
当
で

締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
い
た
の

が
、
ち
ょ
う
ど
就
職
活
動
真
っ

只
中
の
時
期
で
し
た
。
大
学
の

���ҰॹʹࣄΛͯۤ͠खͳਓ͍·͠
ͨ ʁ͔

���͕ࣗͬͨ͜ͱΛ͘ߴධՁͯ͠
Βͬͨͱ͡ײ·͢ ʁ͔

Δ͜͡ײͬͱධՁͯ͠΄͍͠ͱʹٯ���
ͱ͋Γ·ͨ͠ ʁ͔

͍ͨ
67.8％

͍ͳ͍
32.2％

ͨ·に
66.1％

Δ͡ײ
9.2％

ͳ͍͡ײ
24.7％

Α͋͘Δ
8.3％

ͳ͍
43.4％

ͨ·に
48.3％

ձࣾ�ຊϐーΤスࣜג

北野 順子
ೖɹࣾ�ɿ��
ུɹ �ྺɿ�ड݅ͷরࠪۀٴͼղ
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先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
現

在
の
会
社
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の

ま
ま
入
社
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
一
般
的
な
就

職
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
、昨
年
厚
労
省
か
ら
公
表
さ

れ
た
数
字
で
は
大
卒
者
の
約

3
割
が
入
社
3
年
以
内
に
離

職
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
就
職

活
動
中
に
良
い
と
こ
ろ
し
か
見

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
際
に
働
い
て
い
る
O
B
や

O
G
に
話
を
聞
い
て
参
考
に
し

た
上
で
就
職
活
動
を
し
た
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
。

早
川　

私
は
土
木
学
科
だ
っ

た
の
で
す
が
、
就
職
活
動
の
時

は
建
築
を
や
っ
て
み
た
か
っ
た

の
で
す
。
最
初
は
ゼ
ネ
コ
ン
を

考
え
て
お
ら
ず
、ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
、鉄
道
系
、建
築
・
イ
ン
フ

ラ
工
事
だ
け
を
考
え
て
い
ま

し
た
。
前
の
会
社
に
就
職
が

決
ま
っ
た
時
に
先
生
や
親
か
ら

「
そ
の
会
社
を
調
べ
た
が
知

名
度
も
な
く
、よ
い
評
判
も
少

な
い
の
で
考
え
直
し
て
は
ど
う

か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
時
の
私
は「
自
分
で
決

め
た
か
ら
こ
こ
に
す
る
」
と
周

囲
に
耳
を
傾
け
ず
、
結
局
、
失

敗
し
ま
し
た
。
現
在
、就
職
活

動
中
の
学
生
さ
ん
は
、
先
生
や

親
や
友
達
な
ど
の
、
周
囲
の
意

見
を
た
く
さ
ん
聞
い
て
参
考
に

し
つ
つ
、「
最
終
的
に
自
分
は
何

を
や
り
た
い
の
か
」
を
冷
静
に

考
え
る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
や
り
た
い
事
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
技

術
が
P
C
で
、「
こ
の
会
社
に

は
P
C
技
術
が
あ
る
」と
い
う

理
由
で
就
職
先
を
選
ん
で
も
良

い
で
す
。
私
は
大
学
で
P
C

の
勉
強
を
ま
っ
た
く
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
的
を
絞
ら
ず
、

自
分
な
り
に
答
え
を
見
つ
け
て

入
っ
た
事
が
ベ
ス
ト
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

馬
場　

私
は
さ
ま
ざ
ま
な
会

社
に
応
募
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で「
自
分
が
社
会
に
出
て
何
を

し
た
い
の
か
」「
ど
ん
な
人
生
を

歩
み
た
い
の
か
」
と
い
う
人
生

設
計
を
す
る
事
が
本
当
に
大

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
会

社
に
入
る
事
が
目
的
で
は
な
く
、

こ
の
会
社
に
入
っ
て
ど
ん
な
事

を
し
た
い
の
か
を
明
確
に
し
て

就
職
活
動
を
し
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
会

社
で
の
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
た
め
に
も
、O
B
・
O
G
訪

問
や
会
社
に
伺
う
こ
と
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
根　

私
は「
モ
ノ
作
り
を
し

た
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
就
職
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
や
は
り
、
う
ま
く

は
い
か
ず
、
先
輩
に
相
談
し
て
、

現
場
見
学
に
行
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
お
か
げ
で
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
事
が
で
き
、

こ
の
業
界
に
入
る
と
い
う
方
向

性
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
自
分
の
や
り
た
い
事
が
何
な

の
か
を
具
体
的
に
考
え
て
み
る
、

絞
っ
て
み
る
、
と
い
う
事
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
転
職
理
由

と
し
て「
思
っ
て
い
た
の
と
違
っ

た
」「
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

か
っ
た
」
と
い
う
意
見
を
聞
き

ま
す
の
で
、
会
社
に
訪
問
し
て

ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
雰
囲
気
を
味
わ
う
事
を
お

薦
め
し
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば

1
日
で
も
良
い
で
す
し
、
現
場

で
も
事
務
所
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

就
職
活
動
中
は
、結
構
気
軽
に

入
れ
て
も
ら
え
る
事
が
あ
り
ま

す
の
で
、こ
の
機
会
を
利
用
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
社
に
行
っ

て
み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

北
野　

私
も
就
職
活
動
の
際

は
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か

な
い
上
に
、
あ
ま
り
積
極
的
で

は
な
く
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

会
社
訪
問
な
ど
を
自
発
的
に

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
O
B
・

O
G
さ
ん
に
連
絡
す
る
の
は

勇
気
の
い
る
事
で
す
が
、一
歩

踏
み
出
し
て
み
る
事
を
お
薦
め

し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
、触
れ
て
、取
り
組
ん
で
い
る

う
ち
に
見
え
て
く
る
事
は
多
く
、

視
野
を
広
げ
る
た
め
に
も
自
分

か
ら
積
極
的
に
飛
び
込
ん
で
学

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

���͋ͳͨのձࣾɺ͋ ͳͨΛదʹධ
Ձ͍ͯ͠Δͱ͡ײ·͢ ʁ͔

���Ո༑ୡ࿀ਓʹࣄのΛ͠·
͔͢ 

���͕ࣗ୲ͨ͠ߏΛՈ༑ୡɺ
࿀ਓʹࣸਅͰͨͤݟΓɺ࣮ ͤݟʹࡍ
ʹ࿈ΕͯͨͬߦΓͨ͜͠ͱ͕͋Γ·
͢ ʁ͔

͋·り
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ͳ͍͡ײ
4.3％

;ͭ͏
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͠ͳ͍
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͋Δ
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川田 琢哉

「こういう若者たちがドンドン活躍すれば、
この業界は安泰だ」と私は確信し、元気をい
ただきました。

座談会は若さにあふれ、楽しい時間でし
た。複数の参加者が「地図に残る仕事がし
たい」と目を輝かせていました。

座談会の前におこなった若手社員（入社
5年目まで対象）への無記名アンケートでも、
多くの方が「これからもこの業界で働き続け
たい（79.3％）」と答えてくれており、その理
由として「尊敬できる人との出会い（89.9％
ただし複数回答可）」や「社内の雰囲気の良
さ（61.2％同）」をあげています。「家族やと
もだち、恋人に仕事の話をすることがある」

方も多い（78.8％）ようです。
本日の参加者も「仕事が出来上がっていく手応え」や「完成したときの達成

感（感動）」、「世の中に役に立っている充実感」を仕事の魅力であるといって
いました。

総じて「どういう業界かわからずに飛び込んでみたら、雰囲気は良く、仕事
はやりがいがある」という感想が多いようで、安心しました。

業界のイメージアップも肝心ですが、同時に「建設業そのものが持つ魅力」
をもっともっと自信を持ってアピールしていけば入社を希望する学生さんも
増えるのではないでしょうか。

また、複数の方が「自分で責任をもって現場をまとめてみたい」と口を揃え
ていました。こういうヤル気に応えることで満足度を高め、定着率をあげるこ
とができるかもしれません。

志の高い人たちが、目を輝かせながら仕事に取り組み続けることができる
業界を維持しさらに活性化するためにも、若い人たちを信頼してチャンスを与
えましょう。

飯
田　

志
望
業
界
や
志
望
企
業
は

良
く
調
べ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、入
社
し
て
か
ら

「
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
」

「
合
わ
な
か
っ
た
」「
こ
う
い
う
は

ず
で
は
な
か
っ
た
」と
い
う
事
が
結

構
あ
る
か
ら
で
す
。
で
も「
こ
う
い

う
目
標
を
持
っ
て
入
っ
た
の
だ
。
だ

か
ら
合
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
自

分
が
変
わ
っ
て
い
く
」と
い
う
気
持

ち
を
も
っ
て
臨
め
る
よ
う
に
、目
標

設
定
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

川
田　

今
日
は
、
大
変
前
向
き
な

ご
意
見
を
得
て
、私
は
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
仕
事
な
の
だ
か
ら
、
辛

い
事
、苦
し
い
事
は
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
モ
ノ
が
で
き
あ
が
っ
て

い
く
感
動
と
か
達
成
感
、
建
設
業

な
ら
で
は
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
P
C
業
界
は
、
若
い
社
員

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
魅
力
の
あ

る
業
界
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
あ
ら
た
め
て
、強
く
思
い
ま
し
た
。

本
日
は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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ٕज़͕ཁΔɻΛ��ຊམと͠、ۚ ୄͷੜଉ͍ͯ͠Δ
ॴ·Ͱಧ͘に、ைͷྲྀΕも͍ͷͰͦ͏؆୯にߦ
͔ͳ͍ɻ
͕ఈにண͘ͷ͕Θ͔ΔΑ͏にͳΕҰਓલɻૉૣ

Λऔり、ఈ͔ΒΛ�ʙ�N্͛ͯΞλϦΛ͚;ࢳ͘
ͭɻفΔΑ͏ͳͪ࣋ؾͰ͍ͬͯΔとઌ͕ͭ͜Μɾ͜
ͭΜとୟ͔ΕΔɻ͜ͷॠ͕ؒਂւりͷҰ൪ͷޣຯ

ʢઈʣͰ͋Δɻ
�ඖͷͨり͕ͰͨΒ、͍৯͍Λૂ͍�ඖ、�
ඖ、�ඖɾɾɾΛૂ͏ɻ���NࢳΛग़͍ͯ͠ΔͷͰ、
もؒ࣌Δɻ͜ͷֻ͔͕ؒ࣌ΔにもͦΕͳりͷ্͖͛ר
ൈ͚ͳ͍ɻαメにऻΘΕͨΒҰൃͰ͓͠·͍ɻ͕ؾ
ֻ͚͔Βશ෦ͳ͘ͳͬͯ͠·͏ɻਆにفΔͪ࣋ؾͰ͖ר
্͛Δɻ
ધఈۙ͘·Ͱ্͕Δとࠓ度৭͕ؾにͳΔɻͳぜͳ

Β、ຊ໋ͷڕͰͳ͍৭͕͋Δɻͦͷ͕͔࣌ͬり͢Δ͕、
ͷۚ࣌ʢり্͛ͨڕΛ͢Δɻຊ໋ͷ৭ͷظに࣍
ୄͷମന ʂ͍ʣ͕ ྻΛͭͳ͍Ͱ�ඖ、�ඖとֻ͔ͬͨ

͜͏·ͷΑ͏に͠Ό͍Ͱ࣌ͨͬ͠ؼにࠒͷڙࢠ、࣌
とも͋Δɻ�に�ɾ�ճͷझຯͰ͢ɻ͜Ε͔Β、メψ
έ	Ξί
�ͷఏ౮ྻߦにもઓ͍ͨ͠ɻ

私の趣味・深海釣り

一般社団法人
プレストレスト・コンクリート工事業協会会長

小瀬谷 末義

当協会も今年で設立２０周年を迎えることとなりました。

ＰＣ建協様はじめ多くの皆さまのご支援ご指導に心よ

り感謝申し上げます。

私の金目鯛釣りタックル
（正面に浮かぶ島が伊豆大島）

一投あたりの金目鯛の釣果
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名
古
屋
商
科
大
学
日
進
キ
ャ
ン
パ
ス
は

愛
知
県
日
進
市
に
位
置
し
、２
０
０
５
年

に
開
催
さ
れ
た
、「
愛
・
地
球
博
」の
メ
イ
ン

会
場（
現
在
は
万
博
記
念
公
園
）に
近
接
す

る
大
学
で
す
。
広
大
な
敷
地
の
中
に
、
経

済
学
部
、
経
営
学
部
を
は
じ
め
、
各
学
部

の
セ
ミ
ナ
ー
室
、
研
究
室
の
棟
が
配
置
さ

れ
、
ま
た
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
・
陸
上
競
技

場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も

充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
状
を

し
た
建
築
物
、「
万
博
記
念
ゲ
ー
ト
」
は
こ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
側
の
ゲ
ー
ト
と
し
て

２
０
０
４
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
南
北
に
メ
イ
ン
道
路

が
通
っ
て
い
て
、北
側
に
位
置
す
る
万
博
記

念
ゲ
ー
ト
の
反
対
側
、南
側
の
ゲ
ー
ト
が
先

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
目
を
引
く
巨
大
な
ゲ
ー
ト
で
、

奥
に
あ
る
銅
像
を
借
景
と
し
た
額
縁
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
な
か
な

か
の
存
在
感
で
す
の
で
、お
近
く
に
お
寄
り

の
際
は
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
本
題
の「
万
博
記
念
ゲ
ー
ト
」に

話
を
戻
し
ま
す
。
前
述
の
よ
う
に
こ
だ
わ

り
を
持
っ
た
南
門
が
作
ら
れ
た
中
で
北
門

の
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、

施
主
筋
の
方
が
海
外
視
察
に
行
っ
た
際
に

観
劇
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
て
、
舞
台
セ
ッ

ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に「
こ
れ
だ
！
」と
い
う
ひ

ら
め
き
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
話
を

受
け
た
設
計
者
は
、そ
の
ま
ま
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

を
作
っ
て
元
気
な
学
生
に
頂
点
ま
で
上
が

ら
れ
て
も
困
る
と
言
う
議
論
の
中
、当
初
は

壁
の
上
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
載
せ
る
案
を
考

え
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
結
局
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
ら
し
い
形
状
を
優
先
し
、
下
部
を
平
滑

に
、上
部
を
階
段
状
に
と
い
う
現
在
の
形
に

落
ち
着
い
た
よ
う
で
す
。

エ
ジ
プ
ト
の
ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
約

10
分
の
１
の
サ
イ
ズ
、と
言
っ
て
も
底
辺
が

約
25.
０
ｍ
、高
さ
が
約
15.
５
ｍ
と
、ゲ
ー

ト
と
し
て
は
か
な
り
の
大
き
さ
で
す
。
下

部
か
ら
５
ｍ
ま
で
を
場
所
打
ち
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
、
そ
こ
か
ら
上
部
を
高
さ
１
ｍ

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
９
段
積
み
重
ね

て
構
築
し
、頂
部
に
は
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
を
設

け
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建内؍

♯004 こんなところにＰＣが！

名古屋商科大学 日進キャンパス 万博記念ゲート
−ＰＣ技術のメリットを最大限に生かした建物−
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あ
く
ま
で
用
途
は
ゲ
ー
ト
な
の
で
、基
壇

部
分
に
は
車
道
と
歩
道
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

こ
の
通
路
の
開
口
に
よ
っ
て
長
大
ス
パ
ン
と

な
る
通
路
上
部
の
梁
は
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
、構
造
的
な
安
全
性
を

確
保
し
ま
し
た
。
ま
た
、基
壇
の
地
中
梁
に

も
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い

る
こ
と
で
、
上
部
か
ら
の
重
量
に
よ
っ
て
水

平
に
広
が
ろ
う
と
す
る
力
を
抑
え
て
い
ま
す
。

　

上
部
に
目
を
移
し
ま
す
。
通
路
空
間
は

雨
水
を
通
さ
ず
、か
つ
日
照
は
採
り
入
れ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
で
き
る
だ
け
薄
く
す

る
必
要
が
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
配
置
す
る

縦
材
及
び
横
材
は
厚
さ
２
０
０
㎜
に
、そ
の

他
の
部
分
は
厚
さ
１
５
０
㎜
と
し
ま
し
た
。

縦
材
、
横
材
そ
れ
ぞ
れ
に
配
置
し
た
Ｐ
Ｃ

鋼
材
に
て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
、各
段
を

圧
着
接
合
し
て
い
き
ま
す
。
一
体
化
さ
れ

た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
の
隙
間
か
ら
は
光
が

差
し
込
み
、雨
水
も
横
引
き
孔
を
伝
っ
て
排

水
さ
れ
ま
し
た
。
当
然
、プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
り
構
造
的
な
機
能

も
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
と
し
て
は
非
常
に
複
雑
な
形
状
で
、

ま
た
場
所
打
ち
で
は
実
現
困
難
な
部
材
厚

さ
で
あ
る
も
の
の
、
高
品
質
・
高
耐
久
で
あ

る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
れ
ば

こ
そ
実
現
可
能
な
建
築
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
製
作
さ
れ
た
部
材
の
種
類
は

3.
2
ｍ
タ
イ
プ
と
１.
６
ｍ
タ
イ
プ
の
一

般
部
と
コ
ー
ナ
ー
部
の
３
種
類
の
み
で
す
。

こ
れ
だ
け
の
建
築
物
を
造
る
の
に
こ
こ
ま
で

部
材
を
画
一
化
で
き
た
こ
と
に
、ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
神
秘
を
感
じ
ま
す
。

　

工
事
中
も
学
生
や
学
校
関
係
者
が
通
行

で
き
る
こ
と
が
施
工
条
件
で
あ
っ
た
た
め
、

支
保
工
を
使
わ
な
い
架
設
計
画
と
し
ま
し

た
。
コ
ー
ナ
ー
の
部
材
を
取
り
付
け
た
後
、

一
般
部
の
部
材
を
下
か
ら
上
へ
順
次
載
せ
て

い
き
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー
部
の
部
材
に
つ
い
て

は
、デ
ザ
イ
ン
上
、完
成
時
に
は
浮
い
て
い
る

状
態
に
な
る
た
め
、一
度
ジ
ャ
ッ
キ
に
仮
置

き
し
、横
材
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
コ
ー

ナ
ー
部
が
自
立
し
た
後
に
ジ
ャ
ッ
キ
を
撤
去

す
る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
架

設
方
法
に
よ
り
安
定
し
た
形
で
上
部
ま
で

安
全
に
構
築
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
技
術

を
使
い
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
た
建
築
物
と
し

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱　

兼
井　

常
元

அ໘・1$鋼ࡐઢΠϝージӍਫॲཧ・࠾光のΠϝージ
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♯005

明
日
を
築
く
プ
ロ
ジェ
ク
ト
の
風
景

藺牟田瀬戸架橋
甑をひとつにつなぐ架け橋

「
太
古
の
地
球
を
感
じ
る
宝
の
島
」
昨
年
3

月
に
指
定
さ
れ
た
甑
島
（
こ
し
き
じ
ま
）
国
定

公
園
の
テ
ー
マ
で
す
。

甑
島
は
、
薩
摩
半
島
西
方
約
30
㎞
の
東
シ
ナ

海
上
に
あ
り
、
有
人
の
上
甑
島
、
中
甑
島
、
下

甑
島
の
う
ち
上
甑
島
と
中
甑
島
は
平
成
５
年

に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

甑
島
の
豊
な
自
然
は
、
幸
せ
ボ
ン
ビ
ー
ガ
ー

ル
の
美
咲
ち
ゃ
ん
が
暮
ら
す
里
町
里
（
上
甑

島
）、
釣
り
バ
カ
日
誌
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
下

甑
町
手
打
（
下
甑
島
）
な
ど
で
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
里
と
手
打
は
、
甑
島
の
両
端
の
地
で
あ

り
、
行
き
来
す
る
に
は
定
期
船
の
限
ら
れ
た
時

刻
に
ほ
ぼ
一
日
掛
か
り
の
行
程
に
な
り
ま
す
が
、

藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
（
い
む
た
せ
と
か
き
ょ
う
）

が
完
成
す
る
と
、
陸
路
で
45
㎞
、
い
つ
で
も
自

由
に
往
来
で
き
ま
す
。

島
に
あ
る
診
療
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
医
師
が
一

人
の
勤
務
体
制
で
、
島
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
Ｄ
ｒ.
コ
ト
ー
診
療
所
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
先
生
も
、
ま
だ
手
打
診
療
所
で
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
医
師
の
確
保
は
常
に
離

島
の
課
題
で
あ
り
、
橋
が
架
か
る
こ
と
に
よ
り

診
療
所
の
集
約
や
連
携
体
制
を
整
え
、
医
療
の

充
実
、医
療
の
従
事
者
の
負
担
軽
減
が
可
能
と

ɹલݝౡࣇࣛ ॴࢧౡࠋ

鶴田　明寛
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な
り
ま
す
。
ま
た
、
下
甑
島
に
し
か
無
い
歯
科

診
療
所
も
全
島
で
利
用
で
き
ま
す
。

小
中
学
校
に
つ
い
て
も
、「
同
級
生
を
増
や

し
て
あ
げ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
統
合
に
よ

る
複
式
学
級
の
解
消
も
模
索
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
災
害
や
火
災
発
生
時
に
お
け
る

三
島
で
の
応
援
体
制
、
観
光
産
業
に
お
い
て
は

多
様
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
「
甑
を
ひ

と
つ
に
つ
な
ぐ
架
け
橋
」
は
多
く
の
可
能
性
を

秘
め
て
お
り
、
島
民
の
永
年
の
夢
が
一
刻
も
早

く
叶
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

φϙレΦンؠ

大໌ਆ橋ࠋ


島ࠋ্	ຎ川内市ཬ町ࡵのトンϘϩܗʯ	ࡵຎ川内市؍
光協会ఏڙ
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広
域
合
併
か
ら
2
年
後
の
平
成
18

年
、
地
元
の
熱
い
期
待
を
受
け
て
、
中
甑

島
と
下
甑
島
を
結
ぶ
藺
牟
田
瀬
戸
架

橋
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
事
業
延

長
は
5.
1
㎞
。
3
本
の
ト
ン
ネ
ル
と

1
5
3
3
m 

の
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
の
下
部
工
、
水
深

が
深
い
中
央
部
の
5
つ
の
橋
脚
は
、
本
土

の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
で
躯
体
を
製

作
し
、
現
地
に
曳
航
し
て
、
潮
流
が
弱
ま

る
わ
ず
か
な
時
間
に
据
え
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
両
側
の
陸
域
に
近
い
橋
脚
は
、仮

桟
橋
を
設
け
て
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
部
工
は
、
橋
長
１
５
３
３
ｍ
、
最
大

支
間
長
１
６
５
ｍ
の
３
径
間
＋
４
径
間

×
３
（
全
15
径
間
）
か
ら
な
る
４
連
の
Ｐ

Ｃ
連
続
箱
桁
で
す
。

下
甑
島
側
の
３
径
間
Ｐ
Ｃ
連
続
箱
桁

橋
は
既
に
完
成
し
、
現
在
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
白
石
㈱
が
Ｐ
３
～
Ｐ
４
径
間
、
コ
ー

ア
ツ
工
業
㈱
が
Ｐ
５
～
Ｐ
７
径
間
、
㈱

ピ
ー
エ
ス
三
菱
が
Ｐ
７
～
Ｐ
８
径
間
の

工
事
を
進
め
て
お
り
、
残
る
径
間
も
順

次
工
事
が
始
ま
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

水
深
の
あ
る
中
央
部
の
橋
は
作
業
船

舶
を
使
用
し
て
海
上
施
工
、
そ
の
他
の

橋
は
下
部
工
で
使
用
し
た
仮
桟
橋
を
利

用
し
て
施
工
し
て
い
ま
す
。
私
が
担
当

し
て
い
る
Ｐ
５
～
Ｐ
７
径
間
は
海
上
施

工
の
区
間
で
、
大
型
移
動
作
業
車
を
使

用
し
た
片
持
張
出
し
架
設
工
法
で
桁
を

架
設
し
て
い
ま
す
。
海
峡
部
で
潮
流
が
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強
く
、
ま
た
南
北
方
向
に
さ
え
ぎ
る
山

が
な
い
こ
と
か
ら
、
夏
は
台
風
の
風
浪
の

影
響
を
強
く
受
け
、
冬
期
は
北
西
風
が

吹
き
付
け
る
大
変
厳
し
い
作
業
環
境
で

す
。
風
や
波
が
作
業
中
止
基
準
（
風
速

10
ｍ
／
ｓ
以
上
、波
高
１
ｍ
以
上
等
）を

超
え
る
こ
と
も
多
く
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ

キ
サ
ー
船
に
よ
る
打
設
や
起
重
機
船
に

よ
る
現
場
従
事
者
の
移
動
及
び
資
機
材

運
搬
な
ど
、苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
。

現
地
の
下
甑
島
に
作
業
所
と
宿
舎
を

構
え
、
地
元
の
み
な
さ
ん
と
の
日
々
の
交

流
か
ら
、島
に
住
む
多
く
の
方
々
が
橋
の

早
期
完
成
を
強
く
望
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、こ
の
難
工
事
を
乗
り
越

え
、
本
橋
の
早
期
完
成
を
目
指
し
努
め

て
い
く
所
存
で
す
。

ίーΞπۀʢגʣ
᥉ໂాށՍۀ࡞ڮॴ

堀之内　寿

コンクリートϛΩサーધ

ધػॏى

鹿島͏ ΈͶ͜ࡇΓ։࠵ʹΑΔݱݟ学会
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研
究
・
教
育
の
現
場
か
ら

♯006

ԣా　ڭ ߂त

私
た
ち
の
研
究
室
の
正
式
名
称
は
、
北

海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
・

北
方
圏
環
境
政
策
工
学
部
門
・
寒
冷
地
建

設
工
学
分
野
・
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
工
学
研
究

室
で
あ
る
。
６
年
前
に
設
立
さ
れ
た
新
し

い
研
究
室
で
あ
り
、
学
内
で
は
「
ラ
イ
フ
タ

イ
ム
」と
省
略
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
本
研
究
室
の
先
生
、
学
生
、
研
究
内

容
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
等
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

　

本
研
究
室
の
先
生
は
、
研
究
室
の
長
で

あ
る
横
田
弘
教
授
で
あ
る
。
本
年
３
月
末

ま
で
橋
本
勝
文
助
教
も
在
籍
さ
れ
て
い
た

が
転
出
さ
れ
、
現
在
は
京
都
大
学
で
勤
務

し
て
お
ら
れ
る
。
横
田
先
生
は
、
本
学
の

教
員
と
な
る
以
前
に
独
立
行
政
法
人
港

湾
空
港
技
術
研
究
所
に
勤
め
ら
れ
て
お
り
、

主
に
海
洋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
設

計
・
維
持
管
理
が
専
門
で
あ
る
。
特
に
、
計

画
・
設
計
か
ら
廃
棄
に
至
る
構
造
物
の
一
生

（「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
あ
る
い
は
「
ラ
イ
フ

タ
イ
ム
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、こ
れ
が
研
究

室
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。）
を
対

象
と
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
研
究
を
主
導
し
て
い
る
。
本
学
の
教

員
以
外
に
も
学
協
会
や
行
政
の
委
員
等
を

多
く
務
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
わ
た
し
た

ち
学
生
は
、
打
ち
合
わ
せ
の
予
定
を
入
れ

て
い
た
だ
く
の
も
一
苦
労
で
あ
る
。
し
か
し
、

学
生
た
ち
の
多
様
な
研
究
テ
ー
マ
に
対
し
、

的
確
な
助
言
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

本
研
究
室
に
は
現
在
、
15
名
の
学
生
が

在
籍
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
留
学
生
が

８
名
で
あ
り
、
国
際
色
豊
か
な
研
究
室
と

な
っ
て
い
る（
写
真
︱
１
）。
研
究
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
し
て
留
学
生
と
接
す
る
機
会

が
増
え
、
異
な
る
文
化
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
打
設
の
際
に

は
学
生
全
員
が
出
動
す
る
な
ど
、
お
互
い

に
助
け
合
い
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

本
研
究
室
の
研
究
内
容
と
し
て
は
、
無

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
進
行
予

測
お
よ
び
劣
化
度
評
価
（
写
真
︱
２
）、
凍

結
融
解
作
用
を
受
け
る
モ
ル
タ
ル
へ
の
塩

化
物
イ
オ
ン
の
浸
透
予
測
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
評
価
に
基
づ
く
構
造
物
の
維

持
管
理
シ
ナ
リ
オ
、
塩
害
を
受
け
た
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
力
学
性
能
低

下
（
写
真
︱
３
）
と
補
修
効
果
の
定
量
化
、

繰
返
し
脱
塩
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
微
細

組
織
の
変
化
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ

び
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
要
因
分
析
な

ど
が
あ
る
。
今
後
こ
れ
ら
の
研
究
の
対
象

を
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
も

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
具
体
例
と
し
て
、
補

修
効
果
に
関
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
ナ
イ
ロ
ン
繊
維

の
補
強
材
と
し
て
の
有
効
性
」
を
紹
介
す

る
。
現
在
、
世
界
で
は
海
中
で
腐
敗
し
な

い
と
い
っ
た
最
大
の
利
点
か
ら
合
成
繊
維

を
用
い
た
漁
網
が
普
及
し
て
い
る
。
特
に
、

ナ
イ
ロ
ン
製
の
漁
網
は
刺
網
等
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
使
用
量
は
年
々
増
加

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
海
洋

北
大
横
田
研
究
室
の
愉
快
な
仲
間
た
ち

ࣸਅʵ1　ڀݚ室ཱྀߦ会（χηコ）
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ラ
イ
フ
タ
イ
ム
工
学
研
究
室

中
に
放
置
さ
れ
た
漁
網
も
増
加
し
、
海
洋

生
態
系
を
脅
か
す
と
し
て
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
適
宜
回
収
さ
れ
始
め
た
漁

網
は
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
る
焼
却
処
分

の
み
で
は
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
ナ
イ
ロ
ン
製
の

漁
網
に
注
目
し
、
適
当
な
長
さ
に
裁
断
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
ナ
イ
ロ
ン
繊
維
を
新

た
な
短
繊
維
補
強
材
料
と
し
て
適
用
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
日
々
実
験
に
励
ん
で
い

る
。
最
終
的
に
は
吹
き
付
け
モ
ル
タ
ル
に

混
入
し
て
適
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

（
写
真
︱
４
）。

　

本
研
究
室
の
代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
研

究
室
旅
行
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
忘
年
会
等

の
食
事
会
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
室
合
同

の
ス
キ
ー
合
宿
で
あ
る
。
去
年
の
研
究
室

旅
行
は
、
夏
の
ニ
セ
コ
に
行
っ
て
き
た
。
ニ

セ
コ
と
い
う
と
世
界
中
か
ら
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
に
人
々
が
訪
れ
る
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ（
写
真

︱
５
）
な
ど
を
し
て
み
る
と
、
夏
に
も
ま
た

違
う
魅
力
が
あ
っ
た
。
研
究
室
旅
行
と
同

様
に
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
の
が
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
あ
る
。
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー

で
市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
お
り
、
去
年

は
苫
小
牧
で
、
見
事
全
員
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
を
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
︱

６
）。
完
走
後
に
い
た
だ
い
た
北
寄
貝
の

お
に
ぎ
り
が
非
常
に
お
い
し
か
っ
た
。
皆

さ
ん
も
北
海
道
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
忘
年
会
（
写
真
︱
７
）で
は
留
学

生
が
自
国
の
料
理
を
ふ
る
ま
う
こ
と
が
恒

例
と
な
っ
て
い
る
。
韓
国
料
理
の
ト
ッ
ポ

ギ
や
、
パ
キ
ス
タ
ン
料
理
の
ス
パ
イ
シ
ー
な

チ
キ
ン
な
ど
、
ど
れ
も
美
味
し
い
。
ち
な

み
に
私
た
ち
日
本
人
学
生
は
鍋
を
ふ
る

ま
っ
た
。
一
通
り
各
国
の
料
理
を
堪
能
し

た
あ
と
は
、や
は
り
最
終
的
に
は
こ
の
鍋
が

一
番
落
ち
着
く
。
留
学
生
に
も
日
本
の
鍋

は
大
変
好
評
で
あ
り
、私
達
も
鼻
が
高
い
。

　

本
研
究
室
で
は
、
学
生
に
よ
る
学
会
発

表
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度

は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
年
次
講
演
会
、
土
木
学
会
全

国
大
会
、
土
木
学
会
北
海
道
支
部
年
次

技
術
研
究
発
表
会
、
材
料
学
会
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

２
０
１
５
、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｔ
２
０
１
５
等

に
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
表
を
含
め
て
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
学
生
が
優
秀
講
演
賞

等
を
受
賞
し
て
い
る
。
毎
回
の
ゼ
ミ
や
学

内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
室
合
同
ゼ
ミ
な

ど
で
先
生
方
か
ら
鍛
え
ら
れ
た
成
果
の
賜

物
で
あ
る
。

　

ラ
イ
フ
タ
イ
ム
工
学
研
究
室
は
、
学
生

同
士
で
お
互
い
の
研
究
に
関
し
て
意
見
を

交
換
す
る
機
会
が
多
く
、
様
々
な
分
野
の

知
識
や
興
味
が
増
え
て
い
る
。
今
後
も
多

く
の
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
多
角
的
な
視

点
を
持
て
る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
研
究
室

一
同
で
努
め
て
い
き
た
い
。

ࣸਅʵ2　అのྼԽௐࠪ

ࣸਅʵ4　ਧ͖͚のͨΊのࢼڙମ࡞

ࣸਅʵ3　3$Γのి৯ॲཧ

ࣸਅʕ5　ڀݚ室ཱྀߦ（ϥϑςΟンά）

ࣸਅʵ6　ϋーϑマϥιン大会 ࣸਅʵ7　ڀݚ室会

文
責
者
　
横
田
研
究
室
　
修
士
一
年

海
野
太
貴
・
日
下
部
護
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３
歳
年
上
の
姉
の
影
響
を
受
け
、
高
等

専
門
学
校
に
進
学
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
土
木
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。「
土
木
」

と
い
う
言
葉
の
響
き
は
非
常
に
地
味
に
感

じ
て
い
ま
し
た
が
、人
々
の
生
活
に
関
わ
り

あ
る
科
目
を
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が
楽
し

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
高
専
時
代

に
は
、与
え
ら
れ
た
条
件（
橋
長
や
支
点
条

件
・
材
料
等
）に
合
わ
せ
橋
梁
模
型
を
製
作

し
耐
力
を
競
い
合
う
コ
ン
ペ
に
参
加
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
、

離
れ
た
土
地
と
土
地
と
を
結
ぶ
こ
と
の
難

し
さ
を
学
び
、橋
梁
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
ま
で

入
社
か
ら
現
在
ま
で
の
3
年
間
設
計

グ
ル
ー
プ
で
主
に
設
計
照
査
や
温
度
応
力

解
析
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
設
計
照
査
で

は
図
面
と
設
計
計
算
書
の
整
合
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
し
、実
際
に
現
場
で
施
工
で
き
る

か
ど
う
か
の
照
査
を
し
ま
す
。

温
度
応
力
解
析
で
は
温
度
ひ
び
割
れ
抑

制
の
た
め
、ポ
ー
タ
ル
ラ
ー
メ
ン
橋
や
箱
桁

橋
の
柱
頭
部
等
の
解
析
を
担
当
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
を
作
成
し
、
条
件
を
設
定
し
解
析

を
行
い
ま
す
。
解
析
結
果
を
考
察
し
、よ

り
よ
い
施
工
が
で
き
る
よ
う
改
善
方
法
を

検
討
し
ま
す
。

い
ま
ま
で
い
く
つ
か
の
橋
梁
を
担
当
し

て
き
ま
し
た
。
当
り
前
で
は
あ
り
ま
す
が

橋
長
や
構
造
、架
設
方
法
等
条
件
は
異
な

り
、一
つ
も
同
じ
橋
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

に
も
橋
の
難
し
さ
と
面
白
さ
が
あ
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
現
場

そ
ん
な
中
、
昨
年
の
夏
に
現
場
へ
出
る

機
会
を
も
ら
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
現
場

で
し
た
。
３
径
間
連
続
箱
桁
橋（
当
社
施

工
範
囲
：
P
2
張
出
部
）の
張
出
架
設
で

し
た
。
橋
面
に
上
が
る
た
め
に
昇
降
階
段

を
昇
る
だ
け
で
も
汗
が
噴
き
出
る
暑
さ
の

中
、
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
厳
し
さ

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
平
面

で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
、
鉄
筋
組
み
立
て
か
ら

P
C
鋼
材
挿
入
・
緊
張
作
業
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
状
況
等
、分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
は
じ
め
の
数
日
間
は

不
安
で
び
く
び
く
し
な
が
ら
現
場
に
出
て

い
ま
し
た
が
何
日
か
経
つ
と
強
面
の
作
業

員
さ
ん
も
目
が
合
う
と「
に
こ
っ
」
と
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
安
心
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
現
場
の
整
理
や
整
頓
を
す
る

に
も
重
い
も
の
が
多
く
思
う
よ
う
に
で
き

な
い
こ
と
に
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、測

量
の
補
助
で
あ
っ
た
り
工
事
写
真
を
撮
っ

た
り
な
ど
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

何
よ
り
一
日
一
日
進
ん
で
い
く
現
場
を

管
理
す
る
こ
と
に
責
任
を
感
じ
な
が
ら
も

目
の
前
で
橋
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
様
子

に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の

想
い
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
で
き
る
も
の（
橋

梁
）っ
て
素
敵
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
現

場
は
実
家
か
ら
車
で
40
分
程
度
の
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
た
め
、
親
を
連
れ
て
現
場
近
く

の
公
園
へ
行
き「
こ
こ
が
私
の
い
る
現
場
だ

よ
！
」と
言
う
と
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
な

が
ら
も「
す
ご
い
ね
～
」
と
い
っ
て
も
ら
え
、

私
の
勤
め
る
会
社
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
少
し
で
も
見
せ
る
こ
と
が
で

き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら

現
場
滞
在
を
終
え
支
店
の
設
計
業
務
に

戻
っ
て
担
当
し
た
設
計
照
査
で
は
、図
面
を

見
な
が
ら
作
業
風
景
を
少
し
は
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
女
性
が
現
場
に
い
る
こ
と
が

珍
し
く
な
い
よ
う
に
な
る
た
め
に
、私
も
女

性
技
術
者
の
一
人
と
し
て
仕
事
を
続
け
自

信
を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
今
は
目
の

前
の
仕
事
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
、
そ
し
て
将
来
は
設
計
か
ら
施

工
ま
で
担
当
で
き
る
強
み
を
持
っ
た
技
術

者
に
な
り
た
い
で
す
。

株式会社 ピーエス三菱
東京土木支店 土木技術部 設計グループ

下風　笑美子

初めての現場

ࢠの༷ࣄ
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♯007 ݟഈࣄ
現
在
私
は
イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
島
ス

リ
ラ
ン
カ
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、こ
の
国
に
は
ま
だ

根
づ
い
て
い
な
い
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
技
術
を
生
か
し
た
、
有
効

容
量
２
０
０
０
ト
ン
の
貯
水
タ
ン
ク
を

J
I
C
A
普
及
・
実
証
事
業
を
通
じ
建

設
し
て
い
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
っ
て
ど
ん
な
国
？

ス
リ
ラ
ン
カ
は
今
、
後
進
国
か
ら
中

進
国
へ
と
移
行
す
る
時
期
を
迎
え
て
い

る
国
で
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
が
国
際
貢

献
を
通
じ
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し

た
実
績
が
国
民
に
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
技
術
力
に
対
し
て
は
敬
意
が
持

た
れ
て
お
り
親
日
的
で
す
。

都
市
部
で
は
交
通
渋
滞
と
建
築
物
の

高
層
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
電
力
設

備
に
お
い
て
は
郊
外
で
は
停
電
に
な
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
水
道
設
備

は
都
市
部
で
は
普
及
し
て
い
ま
す
が
郊

外
に
お
い
て
は
断
水
す
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
。
交
通
網
の
整
備
は
遅
れ
て

お
り
、
電
車
よ
り
バ
ス
で
の
移
動
が
専
ら

の
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
用

語
は
シ
ン
ハ
ラ
語
、
タ
ミ
ー
ル
語
及
び
英

語
で
す
。

海
外
初
心
者
で
も
心
配
無
用

私
は
海
外
で
の
工
事
経
験
は
も
と
よ

り
海
外
旅
行
に
も
言
っ
た
こ
と
が
無
か
っ

た
の
で
家
族
に
も
か
な
り
心
配
さ
れ
ま

し
た
。　
　

や
は
り
最
大
の
関
門
と
な
る
の
が
、
言

葉
や
文
化
・
風
習
等
の
違
い
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。
近
頃
は
翻
訳
機
な
ど
も
利
用
し

て
い
ま
す
が
誤
訳
も
少
な
く
な
い
で
す

し
、補
助
的
な
役
割
し
か
果
た
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、土
木
分
野
で
使
用
す
る
用
語
は

外
来
語
が
多
く
、
図
面
を
見
な
が
ら
身

振
り
手
振
り
を
最
大
限
利
用
し
て
説
明

が
可
能
な
場
面
で
は
、む
し
ろ
通
訳
者
を

介
さ
ず
行
う
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
伝
わ
る

こ
と
も
経
験
し
ま
し
た
。

が
ん
ば
れ
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち

こ
の
国
で
は
在
学
中
に
職
業
訓
練
す

る
の
が
一
般
的
で
、こ
の
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
若
い
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
な
ぜ

土
木
の
道
に
進
も
う
と
思
っ
た
の
か
尋

ね
る
と
、親
が
そ
う
だ
か
ら
と
か
給
料
が

一
般
職
よ
り
高
い
か
ら
と
い
う
よ
う
な

理
由
で
し
た
。
も
の
づ
く
り
を
し
た
い

か
ら
と
言
う
意
見
は
無
く
少
し
が
っ
か

り
し
た
の
で
す
が
、
ま
だ
こ
の
国
で
は
仕

事
を
し
て
生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が

主
な
目
標
で
、
残
念
な
が
ら
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
は
後
回
し
に
し
な
い
と

い
け
な
い
よ
う
で
す
。

海
外
工
事
っ
て
ど
う
な
の
？

日
本
で
は
ス
ラ
ン
プ
や
強
度
な
ど
を

指
定
す
れ
ば
、
要
求
水
準
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
運
ば
れ
て
く
る
の
が
当
然
な
の
で

す
が
、
そ
れ
は
高
い
品
質
管
理
の
集
約
で

あ
っ
た
の
だ
と
分
か
っ
た
こ
と
や
、
当
然

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
仕
上
げ
の
技
術
が
実
は
と
て
も
繊
細

な
作
業
の
積
み
重
ね
で
あ
っ
た
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
人
と
し
て
国
際
貢
献
を

通
じ
て
、
他
国
と
良
好
な
関
係
を
築
き

発
展
さ
せ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

先
般
、日
本
政
府
は
ア
ジ
ア
向
け
イ
ン

フ
ラ
投
資
を
増
大
す
る
と
の
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
若
い
技
術
者
に
は

今
ま
で
以
上
に
海
外
に
出
て
、
自
身
の
能

力
向
上
と
他
国
へ
の
技
術
継
承
を
と
お

し
て
、
も
の
づ
く
り
の
感
動
を
実
感
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

株式会社 安部日鋼工業
大阪支店 工事部

瀬川　睦夫

スリランカ／
海外での工事経験

ए͖ٕज़ऀͨ ͱͪ

̥̘ λンクࢪ工̥̘ λンクࢪ工
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は
じ
め
に

私
は
、
今
年
の
４
月
で
社
会
人
14
年

目
に
な
り
ま
す
。

こ
の
13
年
間
で
現
場
と
設
計
の
仕
事

に
携
わ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

現
場
に
つ
い
て

私
は
、
主
に
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

の
橋
梁
の
施
工
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
手
掛
け
た
の
は
、新
東
名
高
速
道

路
の
上
長
窪
橋
と
桃
沢
橋
や
首
都
高
中

央
環
状
品
川
線
の
大
井
Ｊ
Ｃ
Ｔ
な
ど
で

す
。私

の
仕
事
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
や

緊
張
作
業
を
円
滑
か
つ
、
安
全
に
実
施

す
る
た
め
の
施
工
計
画
の
策
定
や
、
型
枠

･
鉄
筋
の
組
立
状
況
を
確
認
す
る
施
工

管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に

工
程
管
理
で
苦
労
し
ま
し
た
。

工
程
管
理
は
、
安
全
･
品
質
･
原
価

管
理
と
相
関
関
係
に
あ
る
た
め
、
計
画
工

程
通
り
に
現
場
を
運
営
す
る
こ
と
が
理

想
で
す
。
私
は
、工
程
の
遅
延
を
防
止
す

る
た
め
に
、
協
力
業
者
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
施
工
の
問
題
点
を

事
前
に
解
決
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

現
場
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
人
と
の
対
話

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

設
計
に
つ
い
て

現
在
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
波
形

鋼
板
ウ
ェ
ブ
橋
の
設
計
を
し
て
い
ま
す
。

各
部
材
の
寸
法
、
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
設
置
本

数
、
支
承
形
状
な
ど
を
発
注
者
と
協
議

し
な
が
ら
決
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
苦
労
し
て
い
る
点
が
、
施
工
時
と

供
用
時
の
現
場
状
況
を
踏
ま
え
て
設
計

す
る
こ
と
で
す
。
設
計
業
務
は
主
に
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
で
す
が
、
施
工
時
の
鉄
筋
･

Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
組
立
作
業
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
作
業
、
供
用
時
の
橋
梁
の
維
持

管
理
作
業
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

設
計
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
幸

い
、
現
場
の
経
験
が
あ
る
の
で
こ
れ
を
活

用
し
、現
在
奮
闘
中
で
す
。

休
日
に
つ
い
て

現
場
仕
事
は
、
静
岡
県
や
愛
知
県
が

多
く
、
休
日
は
街
を
散
策
し
、
食
べ
歩
き

を
し
て
い
ま
し
た
。
静
岡
お
で
ん
、
沼

津
の
お
寿
司
、
名
古
屋
の
ひ
つ
ま
ぶ
し
や

台
湾
ラ
ー
メ
ン
な
ど
色
々
体
験
し
ま
し

た
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
浜

松
で
食
べ
た
う
な
重
で
す
。
さ
す
が
ウ

ナ
ギ
の
名
産
地
だ
け
あ
っ
て
、コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
う
一
度
食

し
た
い
一
品
で
す
。

現
場
か
ら
設
計
へ
業
務
内
容
が
変

わ
っ
て
か
ら
一
人
で
食
べ
歩
く
機
会
が
減

り
ま
し
た
が
、
最
近
は
ビ
ー
ル
に
目
覚
め
、

地
元
で
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
る
と

き
は
、
必
ず
足
を
運
び
満
喫
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

自
分
が
設
計
･
施
工
し
た
橋
梁
が
地

図
に
残
り
、
災
害
時
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
橋
梁
（
道

路
）
を
施
工
し
て
い
る
と
考
え
る
と
誇
り

に
思
い
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

更
な
る
成
長
に
向
け
て
日
々
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川田建設 株式会社
東京支店 事業推進部 技術課

有賀　瞬

設計と施工の
体験談

ビールϑΣス1

౧橋౧橋

ビールϑΣス2大井+$T ビールϑΣス2大井+$T
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Գؒڱ
ϚスίϛͰසൟにΘΕΔΑ͏にͳͬ ʮͨήϦϥ߽Ӎʯ、
と͜͏Μ͕͓࢞͞ؾͰ͋り·ͤΜɻ͓ఱޠ༺ؾ
͋ͬͯも、ؾி͕ਖ਼ࣜͷؾղઆͰ͜͏と͋り·ͤ
ΜɻΟΩペσΟΞにʮ༧ଌ͕ࠔͳ、ੵ ཚӢͷൃੜにΑΔ
ಥൃతͰہతͳ߽ӍΛ͢ࢦଏޠʯと͋り·͢ͷͰ、༦ཱΛ
ܹ͘͠͠ ͨΑ͏ͳӍΛΠメーδ͍ͯ͠Δਓ͕ଟ͍ͷͰͳ
͍Ͱ ΐ͠͏ ͔ɻ
ࠩ͠ͷ͍ڧと্͖ۭにྲྀ͕ؾפ͍ڧೖͨ͠と͖、্
ۙͷԹ度্͕ۭΑりもஶ͘͘͠ߴͳͬͯେ͕ؾෆ҆ఆに
ͳり、ରྲྀ׆ಈ͕ڧ·り、ʮੵཚӢʯ͕ ൃੜ͠·͢ɻੵཚӢと͍
と͏͘͠ ͳり·͕͢、ʮೖಓӢʯʮཕӢʯとݺΕ͍ͯΔӢͷ
͜とͰ͢ɻ
ੵཚӢݸ�ͷण໋ؒ࣌�と͘、େ͖͞も直ܘ��LN
ఔ度Ͱ͢ɻൃୡظ、্ ঢྲྀͷதͰਫৠྫྷ͕ؾ͞Εͯ直ܘ
����Ŷžఔ度ͷ͔ࡉͳਫణʢ·ͨණཻʣ͕ Ͱ͖·͢ɻख़ظ
にͳΔと、͜ ͷਫణ্͕͍ڧঢྲྀͷதͰ直ܘŶžఔ度に
͠、͕ͯ、ͦ ͷॏ͞Λ͖͑ࢧΕͣにӍにͳͬͯམ͖ͪͯ·
͢ɻͦͯ͠、Ӎͷམ下にΑͬͯ下߱ྲྀ͕ൃੜ͠·͢ɻੵཚ
Ӣ͕͍ۙͮͯ͘Δと、͜ ͷ下߱ྲྀͰ্ۙͷ෩͕ڧ·り
·͢ɻੵཚӢ͔ΒΕͨと͜ΖͰ͋Ε、ͻΜりと͠ ͨ৺
ྑ͍෩ͳͷͰ͕͢、ੵ ཚӢに͍ۙと͜ΖͰ、͍ڧ෩にӍ
も混ͬ͡ ͯ、ԣͳ り͙ͷ෩Ӎにͳり·͢ɻ
ಈ২͕খ͞ͳࡉ๔͔Β࡞ܗΒΕ͍ͯΔΑ͏に、ੵ ཚӢ͕
͍ͭ͘もू·ͬͯ、େ͖ͳੵཚӢͷմΛܗ͢Δ͜と͕͋り
·͢ɻ͜͏ ͳΔと、࿈ଓతに͍ڧӍ͕߱り、͍ ΘΏΔήϦϥ߽
Ӎにͳり·͢ɻ

Ӭ�ʢ����ʣ�݄��ͷʮԳؒڱͷઓ͍ʯͷと͖、ή
Ϧϥ߽ӍにͳͬͨとࢥΘΕΔهड़͕͋り·͢ɻࡏݱͷྐྵに直
͢と�݄��Ͱ͔͢Β、കӍͷりͷग़དྷࣄͰ͢ɻ͜ͷه
ड़͔Β、৫ా৴͕ͻ͔ͦにࠓٛݩにഭり、ྗͰউΔࠓ
Λഁͬͨઓ͍ͷಾΛղ͘͜ と͕Ͱ͖·͢ɻ

黒雲にわかに村立ち来って、大雨しきりに熱田の方よ
りふり来たり、石氷を投ぐるごとくに、敵勢へ降りかかり、
霧海をたたえて暗かりければ、殊に寄する味方さへ、敵
陣に近づくをも覚束なき程なれば、敵は會ってしらざりけ
るも理りなり

『甫庵信長記』
黒い雲が急に発達して、熱田神宮のある北西の方向から大雨が降っ

てきた。激しい勢いで今川勢に降りかかり、あたり一面に深い霧がか

かって暗くなったので、攻めている織田勢でさえ敵陣に近づいたのがわ

からないほどであった。今川勢が織田勢の攻撃に気づかなかったのも

道理である。

ఢຯํ͕Θ͔Βͳ͍Α͏ͳܹ͍͠Ӎɻઓ͍͕͋ͬͨॴ
ͷۙ͘ͷ۹ֻಕͰಥ෩͕ਧ͍ͨと͍͏هड़も͋り、Գؒڱ
ͷӍ͕ਘৗͰͳ͔ͬͨ͜と͕ਪଌ͞Ε·͢ɻ

沓懸の到下の松の本に、二かい・三かゐの楠の木、
雨に東へ降倒るる。

『信長公記』
沓懸の峠の松の近く、幹周りが二抱えも三抱えもあるような楠の大木

が、暴風雨で東の方向に倒れた。

Ӎ͕߱り࢝ΊΔ直લ、৫ాࠓ͕ਞΛ͑ߏΔࢁͷ
ۙ͘にഭ͍ͬͯ·ͨ͠ɻܹ͍͠Ӎ͕߱り࢝ΊΔと、ന͔͘
͢ΜͰ͓͍ޓͷ͑ݟ͕࢟ͳ͍ঢ়ଶにͳり、͠ ͔も͍ڧ෩Ͱ
Ӎ͕にೖり、ͦ ͷͰӍ͕ࢭΉͷΛ͔ͭ͠ͳ͍ঢ়ଶに
ͳͬͨͷͰͳ͍Ͱ ΐ͠͏ ͔ɻۙ͘にӍΛආ͚Δ͕͋Ε
、ͦ ͷӄにආͨ͠と͍ࢥ·͢ɻ
৫ా、ࠓ౦にҐஔ͍ͯ͠·ͨ͠ͷͰ、ੵ ཚ
Ӣͷմ͕ภ෩にྲྀ͞Εͯ౦にҠಈ͢Δと、৫ాͷ΄͏
ੵ、ͷҐஔ܉Έ·͢ɻ྆ࢭΑりもগ͠ૣ͘Ӎ͕ࠓ͕ ཚ
ӢͷҠಈ度にΑͬͯͦͷܾ͕ࠩؒ࣌·ΔͷͰ͕͢、
、ͯ͘も��ఔ度Ͱͳ͔͔ͬͨと͍ࢥ·͢ɻӍ͕ࢭ
Μͩ࣌、৫ా͕͗ٸਞܗΛܸ͑ͯ߈Λ։ͨ࢝͠とͨ͠
Βɻࠓ·ܹ͍ͩ͠Ӎͷத͔、͋ Δ͍Ӎ͕ࢭΜͩ
͔りɻͦͷͨΊ、ܸ߈にͮ͘ؾͷ͕Ε、͏ࢥΑ͏にܸͰ
͖ͳ͔ͬͨͷͰͳ͍Ͱ ΐ͠͏ ͔ɻ

空晴るるを御覧じ、信長鑓をおつ取て大音声を上げて、
すはかかれかかれと仰せられ、黒煙立てて懸るを見て、
水をまくるがごとく後ろへくはつと崩れたり

『信長公記』
信長は、雨が止んだのを見て、槍をとり「さあ、かかれ」と大声をあげた。

今川勢は織田勢が泥を跳ねあげて攻めてくるのを見て、水を撒いたよう

に陣が崩れて後退した。

তݑ�ɹদౢސϐーɾΤス࢜ʣג�ʢ࢜༧ใؾ
ஶॻ�ʮԳؒڱΕ、ͷ߽ͪӍͰ ΐ͠͏ ʯɹメσΟΞϑΝΫトϦー৽ॻ

♯008 　お天気雑記帳

ੵཚӢのൃੜ Β͔ਰୀ·Ͱ
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石
州
瓦
由
来
規
格
外
瓦
細
骨
材
の
P
C
橋
へ
の
活
用
！

１ 

は
じ
め
に

島
根
県
西
部
の
石
見
地
方（
江
津
市
、浜

田
市
）は
日
本
三
大
瓦
産
地
の
一
つ「
石
州

瓦
」の
生
産
地
で
す
。

石
州
瓦
の
全
国
シ
ェ
ア
は
第
2
位
で
石

州
瓦
工
業
組
合
に
よ
れ
ば
、
平
成
26
年
は

３
７,
１
６
７,
０
０
０ 

枚
生
産
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
１
２
０
０

～
１
３
０
０
度
と
い
う
焼
成
温
度
の
高
さ

で
、硬
質
で
緻
密
な
こ
と
か
ら
凍
結
融
解
作

用
に
対
す
る
耐
久
性
が
高
い
瓦
で
す
。
し
か

し
、生
産
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る「
き
ず
」

や「
冷
割
」な
ど
の
規
格
外
瓦（
以
下
、廃
瓦
）

が
生
産
数
の
８
％（
約
９,
７
５
０
ｔ
）発
生

し
て
お
り
、瓦
組
合
で
は
こ
の
有
効
活
用
を

模
索
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
骨
材
の
採
取
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、国
土
交
通
省
発
注
工
事
で
は
、

通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
法
や
グ
リ
ー
ン
購
入
法
お
よ
び
ア
ル
カ
リ

骨
材
反
応
の
抑
制
目
的
で
高
炉
セ
メ
ン
ト
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、水
和
反
応
が

遅
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
所
要
の
性
能
を
発
揮

す
る
た
め
に
、充
分
な
初
期
湿
潤
養
生
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
双
方
の
課
題
に
対
し
、か
ね
て
か
ら

廃
瓦
骨
材
が
有
す
る
適
度
な
吸
水
率
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
内
部
養
生
に
着
目
し
た
研

究
を
進
め
て
い
た
広
島
大
学
と
地
域
の
地
場

産
業
材
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
浜
田
河

川
国
道
事
務
所
は
包
括
的
研
究
協
力
協
定

を
結
び
、平
成
23
年
度
か
ら
廃
瓦
骨
材
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
度
に
は
山
陰
道
浜
田
・
三

隅
道
路
に
お
い
て
容
積
置
換
率
12
%
の
廃

瓦
細
骨
材
を
用
い
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

函
渠
工
の
試
験
施
工
を
行
い
、昨
年
12
月
に

は
同
じ
く
容
積
置
換
率
12
%
の
廃
瓦
細
骨

材
を
用
い
た
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
P
C
）
跨
道
橋
の
試
験
施
工
を
行
い
ま
し

た
。
常
に
高
応
力
状
態
に
あ
る
場
所
打
ち

P
C
へ
の
廃
瓦
骨
材
の
適
用
は
国
内
外
で
初

め
て
で
あ
り
、こ
れ
ら
一
連
の
試
験
施
工
は
従

来
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
認
識
を
覆
す
も
の
で
、

廃
棄
資
源
の
有
効
活
用
、環
境
保
全
、地
域

活
性
化
に
大
き
く
資
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
陰
道
浜
田・三
隅
道
路

浜
田
・
三
隅
道
路
は
、一
般
国
道
９
号
の
バ

イ
パ
ス
と
し
て
計
画
さ
れ
、浜
田
市
原
井
町

か
ら
浜
田
市
三
隅
町
森
溝
上
ま
で
の
延
長

14.
5
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
急
勾
配

や
カ
ー
ブ
、要
防
災
箇
所
、渋
滞
等
の
解
消
と
、

災
害
時
等
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保
の
ほ

か
、
地
域
間
連
携
を
強
化
し
、
沿
線
の
産
業

振
興
や
観
光
振
興
、生
活
圏
域
の
拡
大
な
ど

地
域
経
済
の
発
展
と
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
で
、平
成
16
年
3
月
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
、平
成
16
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
、

平
成
27
年
3
月
に
原
井
Ｉ
Ｃ
～
西
村
Ｉ
Ｃ

間
が
開
通
し
、平
成
28
年
度
の
全
線
開
通
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

⏣ᕷ

୕㝮⏫

周
布
川

9

ᓥ᰿┴ ⏣ᕷ
⏣ᕷ୕㝮⏫

⏣・୕㝮㐨㊰ 㹊㸻14.5km

ᖹᡂ27ᖺ3᭶14日㛤㏻ 㹊㸻8.1kmᖹᡂ28ᖺ度㛤㏻ணᐃ㹊㸻6.4km

ཎIC

⏣ IC

すᮧIC

▼ぢ୕㝮IC

美
都

線

（
主

）浜
田

特
別
寄
稿

♯009

国土交通省 中国地方整備局
企画部 環境調整官

（前 浜田河川国道事務所長）

松本 治男

広島大学大学院工学研究院
 社会環境空間専攻 名誉教授

佐藤 良一

広島大学大学院工学研究院
 社会環境空間部門 助教

小川 由布子
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 ・ా三۱ಓ࿏（ ંډ区 Β͔三۱区ΛΉ）

西村高Ս橋

廃
瓦
骨
材
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
特
徴

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
廃
瓦
細
骨
材
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
吸
水
性
の
高
さ
か
ら

水
和
反
応
や
蒸
発
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
水
分

を
内
部
か
ら
補
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
和
反

応
を
促
進
す
る
内
部
養
生
効
果
が
発
生
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
が
10
%
程
度
向
上
す

る
と
共
に
自
己
収
縮
を
抑
制
す
る
事
が
で
き

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
緻
密
化
と
ク
ラ
ッ
ク
の
抑

制
が
図
ら
れ
ま
す
。
橋
梁
等
の
構
造
物
の
長

寿
命
化
が
全
国
的
な
課
題
と
な
る
な
か
、高

品
質
で
耐
久
性
の
高
い
構
造
物
を
構
築
出
来

る
新
た
な
材
料
と
し
て
期
待
で
き
る
も
の
で

す
。
内
部
養
生
材
に
関
し
て
は
欧
米
等
で
は

軽
量
骨
材
を
使
用
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま

す
が
、廃
瓦
は
地
域
地
場
産
業
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、リ
サ
イ
ク
ル
材
で
あ

り
な
が
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
性
能
が
向
上
す

る
も
の
で
、リ
サ
イ
ク
ル
材
は
性
能
が
劣
化

す
る
と
い
う
認
識
を
覆
す
非
常
に
優
れ
た
骨

材
で
、廃
棄
物
の
サ
ス
タ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に

も
有
効
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
で
す
。

ᙳ：ᖹᡂ28ᖺ3᭶4᪥

⮳䚷┈⏣

⮳䚷⏣

㐨の㥐

䛂䜖䛖䜂䝟䞊䜽୕㝮䛃

ᅜ㐨䠕ྕ

ኟᕝᶫ

ᢡᒃᶫ

ᢡᒃ㊬㐨ᶫ

：普通の細骨材 ：廃瓦骨材（内部に水分） ：水分

セメントの水和反応によって練混ぜ水は消費さ
れコンクリートの内部は自己乾燥する。しかし、
通常の骨材は吸水率が小さいため、水和反応に
要する水分を供給できない。このため強度が発
現されにくく、自己収縮も大きくなる。

セメントの水和反応によってセメントの内部は
相対湿度が低下し、自己乾燥する。その結果適
度な吸水率を有し水を貯留した廃瓦骨材内部
の湿度より小さくなる。この湿度差により廃瓦
骨材内部の水分はセメント空隙中に自動的に移
動し、水和反応を助け、自己収縮も低減する。

廃瓦骨材のコンクリート普通のコンクリート

セメントペースト

骨材

練り混ぜ直後骨材、
セメントペースト
ともに飽和

天然骨材

湿度低下収縮
廃瓦骨材

湿度低下抑制
収縮抑制

ഇנ（࣌の֨ن֎） ഇנΛ小͘͞ ঢ়ଶ͍ͨࡅ Խ͠ࡐࠎࡉ ͨഇנ
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2 
P
C
橋
に
廃
瓦
骨
材
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
使
用

折
居
跨
道
橋

折
居
跨
道
橋
は
山
陰
道
浜
田
・
三
隅
道
路

の
折
居
地
区
で
本
線
を
跨
ぐ
橋
長
40.
8
m

幅
員
4.
0
m
の
Ｐ
Ｃ
斜
材
付
π
型
ラ
ー
メ

ン
中
空
床
版
橋
で
、平
成
27
年
12
月
に
本
体

ス
ラ
ブ
部
、平
成
28
年
1
月
に
壁
高
欄
部
に

廃
瓦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
ま
し
た
。
完

成
後
は
浜
田
市
に
管
理
移
管
す
る
予
定
の
も

の
で
、高
規
格
道
路
の
本
線
上
に
架
か
る
こ

と
か
ら
長
寿
命
と
高
耐
久
性
は
重
要
な
条

件
と
い
え
ま
す
。

本
体
ス
ラ
ブ
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
梁
ス
ラ
ブ
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、設

計
基
準
強
度
36
N
／
㎟
、ス
ラ
ン
プ
12
㎝
、骨

材
最
大
寸
法
20
㎜
で
早
強
セ
メ
ン
ト
を
使

用
し
水
セ
メ
ン
ト
比
45.
1
%
で
細
骨
材
の

12
%
、1
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
83
㎏
を
廃

瓦
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、廃
瓦
に
置
き
換

え
な
い
通
常
配
合
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
比
べ

過
去
の
デ
ー
タ
で
は
約
10
%
程
度
強
度
ア
ッ

プ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、今
回
も
通
常
配
合

試
験
練
り
57.
2
N
／
㎟
に
対
し
廃
瓦
置
換

本
打
設
61.
4
N
／ 
㎟　
（
何
れ
も
現
場
封

緘
養
生
）と
高
強
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

壁
高
欄
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
配
合

壁
高
欄
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、設
計
基

準
強
度
27
N
／ 

㎟
、ス
ラ
ン
プ
8
㎝
、
骨
材

最
大
寸
法
20
㎜
で
高
炉
B
セ
メ
ン
ト
を
使

用
し
水
セ
メ
ン
ト
比
53.
4
%
で
細
骨
材

の
12
%
、
1
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
90
㎏

を
廃
瓦
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、こ
ち
ら
も

43.
6
N
／ 

㎟
と
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

な
っ
て
い
る
事
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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28

粗骨材の
最大骨材

mm

スランプ
SL
cm

設計基準
強　度

N/mm2

水セメント
比
%

空気量

%

適　用
部　位

床　版

地覆・高欄

水：W ｾﾒﾝﾄ：C

セメントの
種　類

早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

混合ｾﾒﾝﾄB種

湿潤養生期間

日

28

細骨材：S 粗骨材：G 混和剤 混和材

配合表(kg/m3)

972

混合砕石 高性能AE減水剤

977

3.28 －

3.27 20

適　用
部　位

床　版

地覆・高欄

膨張材
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浜
田
河
川
国
道
事
務
所
と
広
島
大
学
と
の

共
同
研
究
に
お
い
て
、浜
田
地
区
生
コ
ン
協

同
組
合
の
協
力
を
得
な
が
ら
平
成
27
年
度

に
ア
ジ
テ
ー
タ
車
へ
の
直
接
投
入
試
験
を
行

い
デ
ー
タ
の
収
集
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

4 

今
後
の
取
り
組
み

浜
田
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、地
場
産
業

の
活
性
化
支
援
、限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活

用
の
観
点
に
加
え
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
強

度
、高
耐
久
性
に
資
す
る
廃
瓦
骨
材
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、今
回
実
施
し
た

壁
高
欄
へ
の
適
用
は
、他
の
Ｐ
Ｃ
橋
へ
の
適
用

も
可
能
で
、そ
の
特
性
を
よ
り
発
揮
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、今
後
と
も
、広
島
大
学

を
は
じ
め
、浜
田
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協

同
組
合
、石
州
瓦
工
業
組
合
の
皆
様
方
と
と

も
に
、
更
な
る
研
究
を
重
ね
、
資
源
の
有
効

活
用
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
向
上
の
両
立

が
図
ら
れ
る
廃
瓦
骨
材
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
幅

広
く
使
用
可
能
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

生
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コンクリートଧ設લమ֬ےೝঢ়گ

コンクリートଧ設ঢ়گશܠ

コンクリートଧ設ঢ়گ

コンクリートଧ設ྃલのશܠ

広島大学ࠤ౻名༪ڭतͱ小川ॿڭʹΑΔݱࢦಋঢ়گ

ଧՕ所のચग़͠ޙ ໘（͍͕ࡐࠎࡉഇנ）

ੜコンプϥントͰのഇࡐࠎנの保ঢ়گ

トンパοクʹͯ保͞ Ε͍Δഇࡐࠎࡉנ

ஷଂビンのೖঢ়گ

3 

廃
瓦
骨
材
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
課
題

廃
瓦
骨
材
の
生
産

冒
頭
に
記
載
し
た
と
お
り
、規
格
外
瓦
は

年
間
約
９
７
５
０
ｔ
発
生
し
て
お
り
、ほ
ぼ

そ
の
全
量
が
瓦
メ
ー
カ
に
よ
り
30㎜
程
度
か

ら
1
㎜
以
下
に
粉
砕
ふ
る
い
分
け
さ
れ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
骨
材
の
他
、路
盤
材
や
マ
ル
チ
ン
グ

材
、園
芸
材
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

更
な
る
再
利
用
の
拡
大
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

廃
瓦
骨
材
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
生
産

廃
瓦
骨
材
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
生
コ
ン
プ
ラ

ン
ト
で
製
造
す
る
た
め
に
は
、通
常
の
骨
材

の
他
、廃
瓦
骨
材（
今
回
は
細
骨
材
）を
保
管

す
る
た
め
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
貯
蔵
ビ
ン

の
空
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、Ｊ

Ｉ
Ｓ
製
品
で
は
な
い
こ
と
か
ら
廃
瓦
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
造
後
に
通
常
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

製
造
す
る
た
め
に
は
、ミ
キ
サ
ー
の
洗
浄
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、製
造
可
能
な
プ
ラ

ン
ト
が
限
ら
れ
る
う
え
に
、
通
常
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
製
造
し
な
い
休
日
に
製
造
が
限
ら

れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ऀڙྉఏࢿΑͼ͓ݙจߟࢀ
�
ɹࠤ౻ྑҰɿʠഇנ骨材Λ׆༻ͨ͠ίンΫ
Ϧート͓ΑͼίンΫϦートߏ෦材ͷੑ
ධՁにؔ͢Δڀݚʡɻ ํࠃަ௨লதࠃ
උہแׅڠఆにͮ͘جాՏࠃಓࣄ
ॴडୗڀݚใࠂॻʢ�������ʣɻ

�
ɹࢿྉఏڙɿੴभۀנ߹、ా۠
ੜίンΫϦートڠಉ߹
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P
C
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　
　
　
〜
北
か
ら
南
か
ら
〜

♯010
全
国
か
ら
開
通
情
報

（
北
海
道
）

北
海
道
新
幹
線（
新
青
森
～
新
函
館

北
斗
間
）の
開
業

平
成
28
年
3
月
26
日（
土
）、
北
海
道

新
幹
線（
新
青
森
～
新
函
館
北
斗
間
、
約

1
4
9
㎞
）
が
開
業
し
ま
し
た
。
津
軽
海

峡
を
越
え
て
東
京
か
ら
8
2
4
㎞
の
区
間

が
直
結
さ
れ
、こ
れ
ま
で
よ
り
53
分
早
い
最

短
4
時
間
2
分
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
昭
和

39
年
の
東
海
道
新
幹
線
開
業
か
ら
52
年
を

経
て
、北
海
道
か
ら
九
州
・
鹿
児
島
ま
で
約

2
1
5
0
キ
ロ
が
新
幹
線
で
結
ば
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
各
地
で
開
業
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大

に
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
函
館
北
斗
駅
の
出

発
式
に
は
市
民
ら
約
2
5
0
0
人
が
参

加
し
、石
井
国
土
交
通
大
臣
、高
橋
道
知
事
、

島
田
J
R
北
海
道
社
長
ら
が
、
東
京
行
き

の
一
番
列
車「
は
や
ぶ
さ
10
号
」の
発
車
に

合
わ
せ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
披

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、祝
賀
会
に
は
三
村

青
森
県
知
事
も
北
海
道
新
幹
線
で
駆
け
付

け
ま
し
た
。
函
館
駅
上
空
で
は
航
空
自
衛

隊「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」に
よ
る
祝
賀
飛

行
が
行
わ
れ
、沿
線
で
は
一
番
列
車
を
大
漁

旗
で
迎
え
る
大
勢
の
人
々
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

東
京
～
新
函
館
北
斗
間
の
運
賃
は

2
万
2
6
9
0 

円（ 

通
常
期
、
普
通
車
）、

1
日
あ
た
り
10
往
復
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か

仙
台
、盛
岡
、新
青
森
の
各
駅
間
も
1
往
復

ず
つ
運
行
さ
れ
ま
す
。
札
幌（
約
2
1
1
㎞
）

へ
の
延
伸
は
平
成
43
年
春
頃
の
予
定
で
す
。

（
東
北
）

三
陸
沿
岸
道
路 

仙
塩
道
路
4
車
線

化
及
び
多
賀
城
I
C
完
成

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）、
復
興
道
路

で
あ
る
三
陸
沿
岸
道
路
の
起
点
に
位
置
す

る
仙
塩
道
路（
仙
台
港
北
I
C
～
利
府
中

I
C
、7.
8
㎞
）の
4
車
線
化
と
、新
設
の

多
賀
城
I
C
が
完
成
し
ま
し
た
。
開
通
に

よ
り
、2
車
線
区
間
で
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
や

三
陸
沿
岸
道
路
と
仙
台
北
部
道
路
の
合
流

部
に
お
け
る
車
両
の
錯
綜
が
解
消
し
、慢
性

的
な
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
三
陸
沿
岸
道
路
沿
線
の
宮
城
県

内
の
市
町
村
の
う
ち
、唯
一
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
多
賀
城
市
に
新
た
に
Ｉ
Ｃ

が
開
通
す
る
こ
と
で
、
地
域
産
業
・
観
光
な

ど
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

多
賀
城
I
C
で
行
わ
れ
た
開
通
式
に
は

市
民
ら
約
4
0
0
人
が
集
ま
り
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
披
で
開
通
を
祝
い
ま

し
た
。

（
中
部
）

新
東
名
高
速
道
路（
浜
松
い
な
さ

J
C
T

−

豊
田
東
J
C
T
）開
通

平
成
28
年
2
月
13
日（
土
）、
新
東
名
高

速
道
路（
浜
松
い
な
さ
J
C
T

－

豊
田
東

J
C
T
、約
55
㎞
）が
開
通
し
、す
で
に
開
通

し
て
い
る
御
殿
場
J
C
T
～
浜
松
い
な
さ

J
C
T
と
合
わ
せ
て
延
長
約
2
0
0
㎞
の

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
開
通
で
、慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和
に

よ
る
所
要
時
間
の
短
縮
と
定
時
性
の
確
保
、

大
規
模
災
害
時
の
早
期
復
旧
へ
の
貢
献
、大

規
模
更
新
工
事
に
よ
る
交
通
影
響
の
軽
減

及
び
地
域
の
観
光
や
産
業
へ
の
貢
献
な
ど

仙Ԙಓ࿏ʗଟլ高Ս橋

 	ಠ
మಓ・ӡ༌ߏػఏڙ

ք川橋܊

青വトンωルΛग़Δ北ւಓ新װઢ
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の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
崎
S
A
で
の
開
通
式
典
に
は
、
石
井

国
土
交
通
大
臣
、大
村
愛
知
県
知
事
、川
勝

静
岡
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
が
、長

篠
設
楽
原
P
A
で
の
開
通
式
典
に
は
、
太

田
前
国
土
交
通
大
臣
、
穂
積
新
城
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
来
賓
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
続
き
、開
通
パ
レ
ー
ド
と
地
元
市

民
に
よ
る
フ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、鳴
り
物

や
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
西
）

国
道
1
号
バ
イ
パ
ス
栗
東
水
口
道

路
と
水
口
道
路
が
開
通

平
成
28
年
3
月
19
日（
土
）、
国
道
1
号 

栗
東
水
口（
み
な
く
ち
）道
路（
湖
南
市
菩
提

寺
～
栗
東
市
小
野
、延
長
4.
1
㎞
）が
2

車
線
で
開
通
し
、
供
用
中
の
国
道
1
号 

水

口
道
路（
甲
賀
市
水
口
町
名
坂
～
同
町
泉
、

延
長
3.
5
㎞
）が
2
車
線
か
ら
4
車
線
に

拡
幅
さ
れ
て
開
通
し
ま
し
た
。
ま
た
、名
神

高
速
道
路
に
栗
東
湖
南
I
C
が
新
設
さ
れ

て
栗
東
水
口
道
路
と
直
結
し
ま
し
た
。

沿
線
の
栗
東
市
、湖
南
市
、甲
賀
市
の
3

市
に
は
国
内
外
の
上
位
企
業
が
数
多
く
立

地
し
て
お
り
、今
回
の
開
通
で
国
道
1
号
上

の
渋
滞
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
物
流
の
効

率
化
と
生
産
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
、さ
ら

な
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

開
通
式
典
は
栗
東
水
口
道
路
本
線
上
で

開
催
さ
れ
、
中
嶋
甲
賀
市
長
な
ど
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
く
す
玉

開
披
、参
加
者
全
員
で
風
船
を
飛
ば
す「
バ

ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
」、
地
元
物
産
展
や
栗

東
湖
南
I
C
～
式
典
会
場
間 

約
2
㎞
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
た
数
々
の
催
し
に
、多

く
の
参
加
者
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
四
国
）

一
般
国
道
33
号
高
知
西
バ
イ
パ
ス

（
枝
川
I
C
～
天
神
I
C
開
通
）

平
成
28
年
3
月
5
日（
土
）、一
般
国
道
33

号 

高
知
西
バ
イ
パ
ス
の
う
ち
枝
川
I
C
～

天
神
I
C
間（
2.
9
㎞
）が
開
通
し
ま
し

た
。
同
バ
イ
パ
ス
は
総
延
長
9.
8
㎞
で
枝

川
I
C
は
ほ
ぼ
中
央
に
、
天
神
I
C
は
そ

の
西
側
に
位
置
し
ま
す
。
未
開
通
区
間
は

西
側
の
終
点
に
あ
た
る
、
鎌
田
I
C
～
波

川
I
C
の
残
り
1.
5
㎞
で
す
。
今
回
の

開
通
に
よ
っ
て
渋
滞
解
消
や
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

開
通
式
典
は
枝
川
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、枝
川
I
C
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

く
す
玉
開
披
、記
念
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他

・
高
知
県　

県
道
足
摺
岬
公
園
線　

松
尾

～
大
浜
バ
イ
パ
ス
間（
2.
2
㎞
）

（
九
州
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道 

芦
北
出
水
道

路（
芦
北
I
C
～
津
奈
木
I
C
）開
通

平
成
28
年
2
月
27
日
（
土
）、
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
の
芦
北
出
水
道
路 

芦

北
I
C
～
津
奈
木
I
C
間（
延
長
7.
7

㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
今
回
の
開
通
に

よ
り
八
代
市
～
津
奈
木
町
間
が
従
来
よ

り
約
26
分
短
縮
し
、沿
線
地
域
の
特
産
物

の
効
率
的
な
輸
送
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

・
長
崎
県
主
要
地
方
道
桟
原
小
茂
田
線

道
路（
2.
6
㎞
）

・
鹿
児
島
県
南
薩
縦
貫
道 

知
覧
道
路

（
南
九
州
川
辺
I
C
～
知
覧
金
山
水

車
I
C 

3.
1
㎞
）

・
鹿
児
島
県
南
薩
縦
貫
道 

霜
出
道
路

（
南
九
州
知
覧
I
C
～
塗
木
交
差
点

5.
2
㎞
）

高Ս橋ࢁಓ࿏ʗ葉ޱ東ਫ܀

Ѷ北ग़ਫಓ࿏ʗ౬Ӝ川橋

高西όΠパス
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平
成
27
年
度
高
校
生﹁
橋
梁
模
型
﹂

作
品
発
表
会

平
成
28
年
2
月
12
日（
金
）、
仙
台
市
青

葉
区
の
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
お
い

て
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表
会
・
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
で
14
回

目
の
開
催
と
な
り
、
東
北
6
県
の
18
校
36

作
品
の
応
募
の
中
か
ら
一
次
審
査
を
通
過

し
た
10
作
品
が
展
示
さ
れ
、
審
査
員
と
一

般
の
方
々
の
投
票
に
よ
っ
て
受
賞
作
が
決

定
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
秋
田
県
立

大
館
工
業
高
等
学
校（
秋
田
県
大
館
市
）

が
制
作
し
た
「
日
本
橋
」
が
選
出
さ
れ
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

尚
、
Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
で
は
平
成
14

年
か
ら
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表

会
実
行
委
員
会
の
一
員
と
し
て
作
品
発
表

会
を
共
催
し
て
い
ま
す
。

﹁
海
洋
暴
露
試
験
30
年
の
研
究
成

果
﹂合
同
報
告
会

平
成
28
年
2
月
16
日
に
東
京
都
中
央
区

築
地
の
浜
離
宮
朝
日
ホ
ー
ル
に
て
、国
立
研

究
開
発
法
人
土
木
研
究
所
、
国
立
研
究
開

発
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
の
主
催
で

「
海
洋
暴
露
試
験
30
年
の
研
究
成
果
」
合

同
報
告
会（
P
C
建
協
共
催
）が
開
催
さ
れ
、

3
7
5
名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

P
C
建
協
は
、土
木
研
究
所
、（
一
財
）土

木
研
究
セ
ン
タ
ー
、（
一
社
）日
本
鉄
鋼
連
盟

と
共
同
で
駿
河
湾
沖
の
施
設
に
て
暴
露
試

験
を
昭
和
57
年
か
ら
開
始
し
て
お
り
、当
日

の
報
告
会
で
は
、「
飛
沫
部
に
お
け
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
防
食
技
術
」と
題
し
て
、

暴
露
30
年
が
経
過
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

塩
分
浸
透
性
や
鋼
材
腐
食
の
調
査
に
加
え
、

樹
脂
塗
装
鉄
筋
、P
E
シ
ー
ス
、塗
装
材
料

等
の
防
食
材
料
の
調
査
に
関
す
る
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ピョンピョン൘

日本橋

߹ಉใࠂ会の༷ࢠ

平
成
28
年
度
の
本
部
主
催
の
意
見

交
換
会
テ
ー
マ
等
決
ま
る

P
C
建
協
本
部
で
は
、
平
成
28
年
度
の

各
地
方
整
備
局
等
と
の
意
見
交
換
会
に
つ

い
て
、
基
本
と
な
る
提
案
テ
ー
マ
を
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、意
見
交
換
会

は
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

1 

担
い
手
確
保

・
完
全
週
休
2
日
モ
デ
ル
工
事
の
試
行
拡
大

・
工
事
量
の
平
準
化
と
安
定
的
確
保

・
適
切
な
工
期
の
設
定

2 

生
産
性
向
上
の
推
進

・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
採
用
の
拡
大

・
標
準
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

3 

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

・
P
C
橋
の
維
持
保
全
事
業
で
の
試
行

工
事
の
発
注

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
災

害
対
応

平
成
28
年
4
月
15
日（
金
）Ｐ
Ｃ
建
協
は
、

本
部
事
務
局
に「
本
部
災
害
対
策
本
部
」、

九
州
支
部
内
に「
現
地
対
策
本
部
」を
設
置

し
ま
し
た
。

「
現
地
対
策
本
部
」で
は
会
員
企
業
の
被

災
状
況
な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、災
害
協
定

に
基
づ
き
協
力
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
を

九
州
地
方
整
備
局
は
じ
め
各
機
関
へ
報
告

し
ま
し
た
。

愛
知
工
業
大
学
へ
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
板

を
寄
贈（
中
部
支
部
）

平
成
28
年
2
月
3
日（
水
）、
愛
知
工
業

大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
材
料
研
究
室
に

薄
肉
プ
レ
テ
ン
P
C
板「
通
称
：
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
板
」を
寄
贈
し
ま
し
た
。

今
回
の
き
っ
か
け
は
、呉
承
寧
教
授
か
ら

「
授
業
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教
材
と

し
て
利
用
で
き
る
小
型
の
P
C
構
造
物
が

あ
れ
ば
、
多
く
の
学
生
が
P
C
構
造
に
興

味
を
抱
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
ご
提
案
頂
い
た
こ
と
で
し
た
。
寄

贈
し
た
板
の
大
き
さ
は
幅
3
0
0
㎜
×
厚

さ
40
㎜
×
長
さ
2
9
0
0
㎜
で
す
。

P
C
建
協
中
部
支
部
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

名
城
大
学
理
工
学
部
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン

工
学
科
・
石
川
靖
晃
教
授
の
研
究
室
に
同

板
を
寄
贈
し
、授
業
な
ど
で
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、教
材
支
援
を
継

続
し
て
中
部
地
区
の
学
界
と
の
親
交
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
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P
C
技
術
専
門
家
を
派
遣

P
C
建
協
で
は
、多
く
の
学
生
に
P
C
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

P
C
技
術
専
門
家
を
派
遣
す
る
出
張
講
義

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

関
東
支
部
で
は
、
平
成
28
年
1
月
14
日

（
木
）と
28
日（
木
）の
2
回
に
分
け
て
、群
馬

工
業
高
等
専
門
学
校
で
生
徒
41
名
に
出
張
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
内
容
は「
P
C
の

概
要
」「
P
C
の
設
計
・
施
工
」「
P
C
鋼
材
の

緊
張
」「
実
物
の
緊
張
装
置
の
説
明
」で
し
た
。

北
陸
支
部
で
は
、
平
成
28
年
2
月
8
日

（
月
）に
、新
潟
大
学
で
生
徒
14
名
に
出
張
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
の
テ
ー
マ
は「
P
C

橋
に
つ
い
て（
土
木
の
中
の
橋
屋
、そ
し
て
技

術
者
）」で
、講
義
内
容
は「
P
C
、そ
し
て
橋

に
つ
い
て
」「
P
C
構
造
の
特
徴
」「
橋
屋
と
し

て
」「
現
実
の
橋
屋
の
業
務
」「
さ
ま
ざ
ま
な

P
C
橋
の
架
設
」で
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、1
月
8
日（
金
）に
九
州

大
学
、1
月
27
日（
水
）に
北
海
道
大
学
、1

月
29
日（
金
）に
北
見
工
業
大
学
で
出
張
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

1$ٕज़ઐՈݣʗ܈അ高ઐ

各
地
で
P
C
技
術
講
習
会
開
催

P
C
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
支
部
で
は
平
成
28
年
1
月
20
日

（
水
）
に
ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
茨

城
工
場
で
P
C
技
術
講
習
会
を
行
い
、茨

城
県
職
員
37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
P
C
橋
に
つ
い
て
」
で
、
座
学
と
工

場
見
学
の
2
部
構
成
で
し
た
。
座
学
で
は
、

「
橋
及
び
P
C
橋
の
歴
史
」「
P
C
構
造

の
概
要
」「
架
設
工
法
・
施
工
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
」「
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
」「
調
査
」「
補

修
補
強
事
例
」
を
講
義
し
ま
し
た
。
ま
た
、

工
場
見
学
で
は
、
プ
レ
テ
ン
桁
配
筋
状
況

と
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の
概
要
と
設
備
を

説
明
し
な
が
ら
案
内
し
ま
し
た
。

։࠵ ෦ࢧ ରऀ श容ߨ

�݄�� भ ԭೄݝ ՍઃܻՍઃのੵࢉ

�݄�� ౦ ݝٶ ̥̘ 橋の֓ཁɺ̥̘橋の補修ɾ補強ʹ͓͚Δݕ

�݄��ɾ��
�݄��ɾ��

த෦ 道路ϝϯςφϯεձٞࢀՃऀ 橋梁補修ٕज़

�݄�� ւ道 ւ道։ൃہ 橋梁ݕのٴૅجͼϙΠϯτɺඇഁյࠪݕのհ

�݄� भ
ԭೄ૯߹ࣄہ
ԭೄࢢݝொଜ
ίϯαϧλϯτ

৽の̥̘࠷ ٕज़のಈɺ̥̘চ൛औΓସ͑ྫࣄࣄɺ
̥̘ 構造物のҡ࣋อશ

�݄�� ౦
ळాݝ

ळాࢢݝொଜ
̥̘ 橋梁の補修ɾ補強ɺ̥̘চ൛

現
場
見
学
会
開
催

P
C
建
協
支
部
に
よ
る
現
場
見
学
会

が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

関
西
支
部
は
2
月
18
日
（
木
）に
浜
坂
道

路
「
久
斗
大
橋
」
で
現
場
見
学
会
を
行
い

ま
し
た
。
見
学
会
に
は
、
兵
庫
県
と
新
温

泉
町
の
職
員
と
鳥
取
大
学
の
関
係
者
、
合

わ
せ
て
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
新
温
泉
土
木
事
務
所
の
吉
開

技
師
に
よ
る
事
業
説
明
に
続
い
て
、
関
西

支
部
委
員
か
ら
P
C
橋
の
概
要
と
施
工

方
法
を
紹
介
し
、
鳥
取
大
学
の
福
山
敬

教
授
や
学
生
か
ら
事
業
と
施
工
に
関
す

る
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
カ
ナ
ダ
か
ら
来
日
中
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ル
ー
大
学
の
キ
ー
ス
・
W
・
ハ
イ
ペ
ル

教
授
も
参
加
し
、
桁
の
架
設
作
業
な
ど
を

熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

本
橋
は
橋
長
1
6
0
m
の
4
径
間
連

結
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
T
桁
橋
で
す
。

ؔ東支部Ҏ֎Ͱ։࠵ Εٕͨ͞ज़ߨश会

ؔ西支部Ҏ֎Ͱ։࠵ Εͨ͞ݱݟ学会

։࠵ ෦ࢧ ໊ݱ ରऀ Ճࢀ

�݄� ւ道
ผڞӫઢ૯#���վྑࣄ

ʢ橋梁্෦ʣ
ेউ૯߹ৼہڵएखٕज़৬һ ��

�݄�� भ Ըೲೆ#1�߸橋্෦ʢԼΓʣࣄ
1$建ڠのձһऀؔۀاͱ

そのՈ
��

�݄�� ౦
౦ຊίϯクϦʔτ
ཧ1$

ౡߴۀઐֶֶ�ߍ ��

�݄� ؔ
େՏݪ橋ࣄɺ

େՏݪτϯωϧࣄ

ɺߍֶߴۀݟ෬ཱࢢژ
໋ཱؗେֶɺ૬ָ建ઃڠۀձɺ

৬һژ
��

�݄� த෦ τϤλςετίʔε େֶのֶੜݹ໊ ��
ಓ࿏久ే大橋ࡔ学会ʗݟݱ
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平
成
28
年
度
各
種
講
習
会
日
程

第
��
回
建
築
技
術
講
習
会

平
成
28
年
6
月
24
日（
金
）13
時
～
17
時

建
築
会
館
大
ホ
ー
ル

演
題

① 

安
曇
野
市
庁
舎 

～
P
C
a
と
免
震
に
よ
る
質
実
剛
健
な
庁
舎
～

内
藤
・
小
川
原
・
尾
日
向
設
計
共
同
企
業
体

② 

立
川
市
立
第
一
小
学
校　

柴
崎
図
書
館
・

学
童
保
育
所
・
学
習
館

～
市
松
状
P
C
a
P
C
リ
ブ
付
壁
の
構
造

デ
ザ
イ
ン
～

 

小
西
泰
孝
建
築
構
造
設
計 

（
意
匠
設
計
：
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
ア
ン
ド
ア
ソ
シ
エ

イ
ツ
）

③ 

宮
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会（
聖
堂
棟
）

～
伝
統
的
な
教
会
の
姿
を
現
代
の
技
術
で
～

㈱
エ
ム
設
計
・
㈱
星
野
建
築
構
造
設
計
事
務
所

④ 

港
区
白
金
の
丘
学
園 

～
板
状
の
Ｐ
Ｃ
a
P
C
部
材
を
用
い
た
張
弦
構
造
～

㈱
日
建
設
計

第
�
回
P
C
工
事
技
能
実
習

平
成
28
年
10
月
18
日（
火
）～
平
成
28
年
10

月
21
日（
金
）

申
し
込
み
締
切
：
平
成
28
年
9
月
16
日（
金
）

＊
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

第
��
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
講
習
会

（
P
C
工
学
会
主
催
）

テ
ー
マ
：
生
産
性
向
上
へ
む
け
た
P
C
技

術
の
展
開

題
目

①「
P
C
建
築
作
品
・
技
術
の
紹
介
」

②「
P
C
構
造
物
に
お
け
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

技
術
の
現
状
と
課
題
」

③「
P
C
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
宣
言
に
つ
い

て
」

④「
更
新
用
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C
床
版
技

術
指
針
に
つ
い
て
」

⑤「
大
規
模
自
然
災
害
に
対
応
可
能
な

P
C
構
造
物
の
適
用
に
つ
い
て
」

⑥「
点
検
診
断
技
術
の
最
前
線
」

⑦「
海
外
の
P
C
技
術
の
動
向
」

会
場
・
開
催
日

・
東
京
：
平
成
28
年
6
月
3
日（
金
）

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

・
大
阪
：
平
成
28
年
6
月
10
日（
金
）

朝
日
生
命
ホ
ー
ル

・
広
島
：
平
成
28
年
6
月
14
日（
火
）

広
島
市
西
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

・
高
松
：
平
成
28
年
6
月
15
日（
水
）

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

・
札
幌
：
平
成
28
年
6
月
17
日（
金
）

ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

・
名
古
屋
：
平
成
28
年
6
月
23
日（
木
）

ウ
ィ
ル
あ
い
ち

・
新
潟
：
平
成
28
年
6
月
24
日（
金
）

新
潟
県
自
治
会
館

・
仙
台
：
平
成
28
年
6
月
28
日（
火
）

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

・
福
岡
：
平
成
28
年
6
月
30
日（
木
）

福
岡
国
際
会
議
場

P
C
技
士
試
験
講
習
会

（
P
C
工
学
会
主
催
）

平
成
28
年
9
月
12
日（
月
）

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

＊
詳
細
は
P
C
工
学
会
H
P
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

更
新
用
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
技
術
指

針
の
発
刊
、講
習
会

（
P
C
工
学
会
主
催
）

　

公
益
社
団
法
人
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
会
は
、「
更
新
用
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
技
術
指
針
」
を
平
成
28
年

６
月
に
発
刊
し
ま
す
。

　

こ
の
指
針
は
、
本
格
化
す
る
供
用
中
の

路
線
の
床
版
取
り
替
え
工
事
を
対
象
と
し

た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
技
術
の
合
理
的
な

適
用
方
法
を
検
討
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ

た
「
更
新
用
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
技

術
検
討
委
員
会
」（
委
員
長 

池
田
尚
治
横

浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）の
成
果
で
す
。

　

発
刊
に
合
わ
せ
て
全
国
３
会
場
で
講
習

会
を
開
催
予
定
で
す
。

「
会
場
・
日
程
」

・
東
京
：
平
成
28
年
７
月
20
日（
水
）

・
仙
台
：
平
成
28
年
７
月
21
日（
木
）

・
大
阪
：
平
成
28
年
７
月
26
日（
火
）

「
指
針
の
構
成
」

　

第
１
章　

総
則

　

第
２
章　

既
設
構
造
物
の
変
状
調
査

　
　
　
　
　

お
よ
び
更
新
構
造
物
の
設

　
　
　
　
　

計
作
用
の
推
定

　

第
３
章　

設
計

　

第
４
章　

施
工

　

第
５
章　

維
持
管
理

　

参
考
資
料

既
設
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
橋
の
Ｐ
Ｃ
鋼
材

の
調
査
お
よ
び
補
修・補
強
指
針（
案
）の

発
刊
、講
習
会

（
P
C
工
学
会
主
催
）

　

公
益
社
団
法
人
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
会
は
、「
既
設
ポ
ス
ト
テ
ン

シ
ョ
ン
橋
の
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
調
査
お
よ
び
補

修
・
補
強
指
針（
案
）」を
平
成
28
年
9
月
に

発
刊
予
定
で
す
。

　

こ
の
指
針
は
、「
既
設
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ

ン
橋
の
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
問
題
対
応
委
員
会
」

（
委
員
長 

宮
川
豊
章
京
都
大
学
特
任
教

授
）に
て
検
討
さ
れ
た
、①
既
設
ポ
ス
ト
テ

ン
シ
ョ
ン
橋
の
実
態
把
握
、②
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ

ト
の
充
填
性
調
査
手
法
の
把
握
、
③
Ｐ
Ｃ

鋼
材
の
健
全
性
把
握
手
法
の
把
握
、
④
ポ

ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
橋
の
健
全
性
診
断
の
方
法
、

⑤
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
充
填
不
足
、Ｐ
Ｃ
鋼
材

損
傷
時
の
補
修
・
補
強
の
提
案
、の
成
果
を

取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

　

発
刊
に
合
わ
せ
て
全
国
で
講
習
会
を
開

催
予
定
で
す
。（
日
程
等
未
定
）
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４月１日に各社で入社式が開かれ、多くの若者がＰＣ建協会員企業に仲間入りしました。今号では入社５年目までの若手職員７

名に就職活動中、現在、今後について語って頂き、「次世代の若い方に入ってきてもらえる業界になるためには」というテーマで座談会

を企画しました。

また、特集では角倉了以の功績を辿り、京都のＰＣ橋、ＰＣ建築、文化を巡りました。表紙の源氏物語ミュージアムはＰＣ構造の屋

根で柔らかな空間が創られ、ＰＣ建築の可能性を見る事ができました。

今後もＰＣの魅力を沢山お伝えし、多くの若い方にも興味を持って頂けるようＰＣプレスを通じて広報活動をして行きたいと思い

ます。

（浅見）

ฤूهޙ

ＰＣ統計（受注実績）
平成 27 年度ＰＣ建協会員の

ＰＣ関連の受注総額は、道路橋、
鉄道橋の新設橋梁及び橋梁の補
修補強工事の受注が伸びた結果、
5 期連続して増加となり3,003 億
円（対前年度比 119 ％）となりま
した。

用途別では、道路橋が 2,288
億円（前年度 1,718 億円）あり、こ
のうち新設工事は2,052 億円（前
年度 1,551 億円）で補修補強工
事は236億円（前年度167億円）
となりました。鉄道橋は165億円

（前年度 54 億円）となりました。

平成27年度用途別受注実績 年度別受注推移

道路橋
2,052.5　68.3%

鉄道橋
163.1　5.4%

その他橋梁
4.5　0.1%

容器構造物
66.9　2.2%

建築構造物
237.9　7.9%

防災構造物
12.4　0.4%

マクラギ
52.5　1.7%

その他
65.8　2.2%

補修補強
347.8　11.6%

道路橋 鉄道橋 その他橋梁
容器構造物 建築構造物 防災構造物
マクラギ その他 補修補強

上野 進一郎（編集委員長）、　樫福 浄（編集副委員長）、　
鈴木 裕二、　竹本 伸一、　有馬 浩史、　鈴木 義晃、　的場 純一、　
髙松 正伸、　松嶋 憲昭

ฤूҕһ会
手賀 由成（幹事長）、　廣部 永隆（副幹事長）、　白石 紀之、　久我 誠志、
俵 綾子、　南 浩郎、　浅見 聡、　大谷 圭介、　吉田 健治、　太田 誠、　
清水 郁子、　荒畑 智志、　西永 卓司

ฤूࣄװ会
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支部

〒450-0002 名古屋市中村区名駅3‐25‐9（堀内ビル）  （株）安部日鋼工業　中部支店分室内
TEL.052（541）2528　FAX.052（561）2807　　　

中部支部

〒532-0011 大阪市淀川区西中島6-２-３（チサンマンション 第７新大阪 ３０９号） 
TEL.06（6195）6066　FAX.06（6195）6067　　　

関西支部

〒732-0052 広島市東区光町2‐6‐31  極東興和（株）内
TEL.082（262）0474　FAX.082（262）8220　　　中国支部

〒761-8082 香川県高松市鹿角町293‐1  三井住友建設（株）　高松営業所内
TEL.087（868）0035　FAX.087（868）0404　　

四国支部

〒810-0004 福岡市中央区渡辺通2-4-8（福岡小学館ビル）  （株）富士ピー・エス内
TEL.092（751）0456　FAX.092（721）1002　　

九州支部

〒951-8055 新潟市中央区礎町通一の町1945‐1（新潟礎町西万代橋ビル）  （株）日本ピーエス　新潟営業所内
TEL.025（229）4187　FAX.025（201）9782　　　

北陸支部

〒162-0821 東京都新宿区津久戸町4-6（第3都ビル）  （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会　本部内
TEL.03（5227）7675　FAX.03（3260）2518　　　

関東支部

〒980-0811 仙台市青葉区一番町1‐8‐1（東菱ビル） （株）ピーエス三菱　東北支店内
TEL.022（266）8377　FAX.022（227）5641　　　

東北支部

〒060-0001 札幌市中央区北1条西6-2（損保ジャパン日本興亜札幌ビル）　ドーピー建設工業（株）内
TEL.011（231）7844　FAX.011（222）5526　　　

北海道支部

〒162-0821  東京都新宿区津久戸町4 -6 第3都ビル
TEL.03-3260-2535　FAX.03-3260-2518

h t t p : / / w w w . p c k e n . o r . j p /  

プレストレスト・コンクリート建設業協会
一般社団法人

J A P A N  P R E S T R E S S E D  C O N C R E T E  C O N T R A C T O R S  A S S O C I A T I O N

（一社） E-mail :tel :
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—PC建協紹介動画—




